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日

本
禅
林
に

お

け
る

杜
詩
解
釈

　
　
　
　

　

　
「

賛
上

人
に

別

る
」

詩
に

つ

い

て

ー

太

　
田

亨
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は

じ

め
に

　

杜
甫

（

し

＝一
〜

ヒ

じ

）

　
一
　

　

　

　

　

（
）

は
、

中

国
を

代

表
す

る

詩
人

の

一

人

で

あ

り
、

後

世
の

文

人

は
こ

ぞ
っ

て

彼
の

詩
を

賞
賛
し

て

い

る
。

そ
の

傾

向
は

中

国
の

み

な
ら

ず
日

本
に

お
い

て

も

同

様
で

あ

る
。

　
日

本
で

は
、

平
安

朝
に

あ
っ

て

最

も
尊

重
さ

れ
た
の

は

白
居

易

の

詩
で

あ
り

、

杜
甫
の

詩
が

盛

行
し

た

と
い

う

痕
跡
は

見

当
た
ら

な
い

。

杜
甫
が

詩

聖
と

し

て

確

固
た
る

地

位
を

得
、

そ
の

詩
が

必

読
の

対

象
と

さ

れ

た
の

は

鎌
倉
末
期
に

な
っ

て

か

ら

で

あ

る
。

そ

の

隆
盛

を
も

た

ら

し

た
の

は
、

五

山
の

禅

僧
達
で

あ

り
、

鎌

倉
時

代

か

ら

室
町

時

代

に

か

け

て

栄
え

た

禅

林

社

会

に

お

い

て

で

あ

転
・

　

日

本
の

禅
林

社
会

は
、

一

般

に

初

期
（

鎌

倉

末

期
か

ら

南

北

朝

末

期
）

、

中

期
（

南
北

朝
末

期
か

ら

応

仁
の

乱

頃）
、

後

期
（

応
仁
の

乱

頃
か

ら

室

町

末

期
）

の

三

つ

の

時

期
に

区

分

さ
れ

る
。

杜
詩
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆり

評

価
は

初
期
よ

り

既

に
高

く
、

各
時

期
に

お

い

て

そ

れ
ら

に

対
す

る

注

解
が

行

わ

れ
て
い

る
。

ま

ず
初

期
に

お

い

て

は
、

虎
関

師
錬

（

三
ヒ

八

〜

三
四
六
）

が

『

済
北

集
』

巻

十
一

「

詩

話
」

の

中
で

、

「

岳

陽
楼
に

登

る
」

「

巳
上

人

の

茅
斎
」

「

賛
上

入

に

別
る

」

「

蔓
府

詠

懐
」

の

四

首
に

注

解
を

施
し

て

い

る
。

次
い

で

初
期
か

ら

中
期
に

か

け
て

、

心

華

元

棣
（
生

没

罘
詳
）

が

『

心

華
臆

断
』

を

撰
し
、

そ

の

対

象
と

す
る
詩

数
を

飛

躍
的
に

増
加

さ
せ
、

嘉
吉

年

間
（

面
哩

・

画
四

じ

に

は
、

江
西
龍

派
（
，
一．

」

亭一
四

哭
）

が

『

杜

詩
続

翠
抄
』

（

以

下
『

続
翠
抄
』

と

略
称
）

を

抄
し
、

そ
の

注

釈
が

全

詩
に

及

ん

だ
。

杜

詩
至
上

主

義
の

風

潮
は
、

後
期
に

も

継

承
さ
れ
、

応

仁

の

乱

前

後
に

は

仁

甫
聖

寿

（

生

没

葉
詳
）

が

『

続
臆

断
』

を
、

室

町

末
期
に

は

雪
嶺

永
瑾

（ 一
四

四

し

〜，
侃一一ー
ヒ

）

が

『

杜
詩

抄
』

を

抄
し

て

い

る
。

　

従

来、

五

山

禅

僧
の

杜
詩
注

釈
書
（

抄
物
）

に
お

い

て
、

杜
詩

が

ど
の

よ

う
に

注

解
さ
れ
、

そ

れ

が

い

か

な
る

価

値
を

有
し

て
い

る

か

に

つ

い

て

検

討
さ

れ
た

こ

と

は

な
い

。

当
代
の

漢
文

学
の

流

行
、

中
国
禅
僧
の

来
日

、

日

本
禅
僧
の

中

国
現
地
で

の

学
習

、

豊

富
な

諸
文

献
の

伝

来
な
ど

の

理

由
に

よ
っ

て
、

五

山
禅

僧
の

注

解

に

は
、

傾

聴

す
べ

き
内

容
が

含
ま

れ
て

い

る

と

推

測
さ

れ
る

。

本

稿
で

は
、

「

別

賛
上

人
」

（

賛
上

人

に

別
る
）

詩

を

取
り

上

げ
、

従
来
の

諸

註

解
を
参

看
し

、

禅
僧
の

杜
詩
注

解
の

妥
当

性
、

価
値
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を

検
討
す
る

。

一
、

「

賛
上

人

に

別
る
」

詩
の

問

題
点

　
五

山
の

禅
僧
は

、

「

賛
上

人

に

別
る

」

詩
に

対
し

て
、

強
い

関

心
を

示

し

て

い

る
。

そ
の

証
拠
と

し

て
、

虎
関

師
錬
は

そ

れ

を

詩

話
の

対
象

に

取
り

あ

げ
、

現

存
す
る

『

続
翠
抄
』

と

『

杜
詩

抄
』

で

は

他
詩

よ

り

遥
か

に

入

念
に

注

解
を

施
し

て

い

る
。

禅
僧
は

こ

の

詩
の

何
処
に

着
眼
し
、

ど
の

よ

う
に

解
釈
し

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

先

ず
「

賛
上

人
に

別
る

」

詩
を

挙
げ

、

作
詩
の

背
景
、

詩
の

内
容
、

禅
僧
の

着
眼

点
に
つ

い

て

見

て

み

る
。

　
1
百
川

日

東
流
、

　
3
我
生

苦

漂
蕩
、

　
5
贊
公

釋
門
老
、

　
7
還

爲
世
塵
嬰
、

＊

9

楊

枝
晨
在
手
、

　

n
日
疋

身
如
浮
雨
云

、

　

13
異
縣

逢
舊
友

、

　

15
天

長

關
塞

寒
、

　

17
野
風

吹

征

衣、

　

B
馬

嘶
田
心

故

櫪、

　

21
古

來
聚
散

地、

　

23
相
看
倶
衰

年、

百
川

日
々

東

流
す
、

我
が

生

漂

蕩
に

苦
し

む
、

2
客
去

亦

不
息

。

4
何

時
有

終
極

。

6
放
逐
來
上

國
。

8

頗
帶

憔
悴
色

。

10
豆

子

雨

已

熟
。

12
安
可

限
南
北

。

14
初

忻
寫
胸

臆
。

16
歳

暮
飢

凍
逼

。

18
欲

別
向
燻

黒
。

20

歸

鳥
盡

斂
翼

。

22
宿

昔
長
荊

棘
。

24

出

處
各

努
力

。

　

　

　
　

　

　
　

や

客
の

去

る
こ

と

亦

息
ま

ず
。

　

　

何
の

時
か

終
極

有
ら

ん
。

　

贊
公

は

釋
門
の

老
、

放
逐

せ

ら
れ
て

上

國
よ

り

来
た

る
。

　
ま

　
　

　
　
　
　
　
　

か
か

　

還

た

世

塵
に

嬰
ら

る

る

を

爲
す

、

頗
る

帶
ぶ

憔
悴
の

色
。

＊

楊

枝

晨
に

手
に

在
り

、

豆
子

雨

已

に

熟
す

。

　

是

れ

身

は

浮

雲
の

如
く
、

安
ん

ぞ
南
北
を
限

る
べ

け
ん

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
よ
ろ

こ

　

異
縣

舊
友
に

逢
ふ

、

初
め

て

忻

ぶ

胸

臆
を

寫
す

を
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
せ

モ

　

天

長
く

し

て

關
塞

寒
く
、

歳

暮

飢

凍
に

逼
ら

る
。

　

野
風

征
衣

を
吹
く

、

別

れ

ん

と

欲
す
れ

ば

燻

黒
に

向
ふ

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
お

き

　

馬
嘶

き
て

故

櫪
を
思

ふ
、

歸
鳥

盡
く

翼
を

斂
む

。

　

古
來

聚

散
の

地
、

宿
昔

荊
棘

長
ず

。

　

相

看
る

に

倶

に

衰

年、

出
處

各
々

努
力
せ

ん
。

乾
元

元

年

（

七

五

八
）

六

月
、

杜
甫
は

華
州
司

功

参

軍
に

左

遷
さ

れ
、

同
二

年
七

月
、

遂
に

官
を

棄
て
、

安

住
の

地

を
求
め

て

秦
州

に

赴

く
。

秦
州

で

は
、

従
弟
の

杜
佐
よ

り

多
大
な

援

助
を

受
け
、

ま

た

杜
甫

と

同
様
に

房

珀
の

敗
戦
の

罪
に

連
座
さ

せ

ら

れ

た

賛
上

人
と

深

く
交
わ
っ

た
。

た

だ

し
、

秦

州
で

の

生

活
は
、

杜
甫
の

期

待
と

は

裏
腹
に

困

窮
を

極
め

た
。

右
の

詩

は

同

年

十
月

、

杜
甫
が

秦
州

で

の

生

活
に

見

切
り

を

付
け
、

同

谷
へ

赴

く

に

当
た

り
、

親

交
が

深

か

っ

た

賛
上

人

に
、

別
れ

を
告
げ

る

場

面

で

詠
ま

れ
た

も

の

で

あ

る
。

　

先
ず

第
一

句
か

ら

第
四

句
ま
で

の

第
一

段
で

は
、

杜
甫
が

秦
州

を

離
れ

る

に

当
た

り
、

流
浪
の

旅
が

い

つ

ま

で

続

く
の

か

を

嘆
い

て

い

る
。

　

第
五

句
よ

り

第

十
二

句

ま
で

の

第
二

段
で

は

賛
上

人

に
つ

い

て

詠
じ

て

い

る
。

ま
ず

京
よ

り

流
さ

れ
、

世

俗
の

塵

に

か

か

り

や
つ

れ
果
て

て

い

た

こ

と

を

言
う

。

そ
し

て

続

く
第
九

句
と

第
十

句
こ

52
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そ
、

従
来
よ

り

解

釈
が

困

難
と

さ

れ
て

い

る

詩

句
で

あ

る
。

「

楊

枝
」

「

豆

子
」

は

宗

教

（

禅
宗
）

と

関

係
を

有
し

て

い

る

た

め
、

賛
上

人
の

修

禅
姿
勢
を

詠
じ

た

も
の

で

あ

る

と

解
す

る
の

か
、

そ

れ

と

も

単
に

時

節
の

到

来
を

記
し

た

も
の

で

あ

る

と

解
す

る

の

か
、

ど

ち
ら

の

解
釈
が

妥
当
で

あ
る

の

か

が

焦
点

と
な
っ

て

い

る
。

い

ず
れ

に
せ

よ
、

第
二

段

落
で

は
、

人

は

浮
き

雲
の

ご

と

き

存
在

で

あ
る

た
め
、

居
場

所
を

定
め

る

こ

と

は

で

き
な
い

と
締
め

く

く

っ

て

い

る
。

　

第

十
三

句
よ
り

第
三

段

で

あ
る

が
、

杜
甫
が

秦
州
に

到
着
し

た

後、

賛
上
人

と

交
友

を

重
ね

た
が
、

意
の

か

な
っ

た

生

活
を
送

る

こ

と
が

で

き
ず

、

こ

の

地
を

去
る

こ

と

に

な
っ

た

と

別
れ

を

告
げ

て

い

る
。

　

以
上
の

よ

う

な
詩
の

構
成
で

あ

る

が
、

こ

れ

ま
で

多
く
の

注

解

者
を

悩

ま
せ

て

い

る

の

は
、

第
九

句
と

第
十

句
の

「

楊

枝

晨

に

手

に

在
り

、

豆

子

雨

已

に

熟
す
」

で

あ

る
。

各
注

釈
書
は

こ

の

二

句
に

対
し

て

多
く
の

註

解
を

施
す
が

、

解
釈

は

困

難
を

極
め

、

今
現

在
に

お

い

て

も

明

確
な

解

答
が

示
さ

れ
て

い

る

と

は

言
え

な

い
。

そ
も

そ
も

問
題

と

さ
れ

て

い

る
の

は
、

詩

題
に

「

賛
上

人
」

と

あ

る

こ

と

か

ら
、

「

楊
枝
」

と

「

豆

子
」

が

ど
の

よ

う
に

宗
教

（

禅
宗
）

と

関

係
す
る

の

か
、

杜
甫
が

そ

れ
ら

に
ど

の

よ

う

な

意

味

を

込
め
た

の

か

と
い

う
点

で

あ

る
。

本
稿
で

は
こ

の

問
題

点
に

つ

い

て
、

従
来
の

諸
注

釈
書
の

注

解
を
整

理
し

た
上

で
、

五

山
の

禅
僧
の

理

解
に
つ

い

て

検
討
し

た
い

。

二
、

「

楊

枝

晨
に

手
に

在
り

」

の

註

解
に
つ

い

て

　

ま

ず

第
九

句

「

楊

枝

晨
に

手

に

在
り

」

に
つ

い

て
、

歴

代
の

諸
注

釈
書
が

ど

の

よ

う

な
註

解
を
し

て

い

る
の

か

精
査
し

て

み

た

い
。

　
「

揚

枝
」

で

あ

る

が
、

歴

代
の

注

釈

書
の

解

釈
を
整
理

す
る

と
、

や

な

き
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ニ

ラ
　し

楊

の

枝
と

解
す

る

場
A
冂

、

楊

枝
と

解
す
る

場

合
、

と

大

き
く

二

つ

の

解
釈
に

分
か

れ
る

。

さ
ら

に
、

出

典
を

仏
典
に

求
め
、

「

楊

枝
」

に

宗
教
的

要
素

を
当
て

は

め

る

場
合
と

、

た
だ

時

節
の

到

来

と

解
釈

す
る

場

合
の
、

二

つ

に

分
か

れ
る

。

以
下

、

そ
れ

ら
の

注

解
内

容
を

見

て

み

る
。

　
や
な

ぎ

 
楊

の

枝
と

解
す

る
場

合
（

宗

教
的

要
素
を

盛
り

込

む
）

　

郭
知

達
集

註
『

九

家
集

註
杜
詩
』

（

以
下
『

九

家
本
』

と

略

称
）

巻
六
、

闕
名

集

註

『

分

門

集
註

杜
工

部
詩
』

（

以

下

『

分
門
本
』

と

略

称
）

巻
八
、

徐
居

仁
編

黄
鶴

補

註

『

集

千

家
註
分

類

杜
工

部
詩
』

（

以

下

『

分

類

本
』

と

略

称
）

巻
九

で

は
、

そ

れ

ぞ
れ

定

功
が

注
し

た

典
拠
を

引
用

し

て

次
の

よ

う
に

言
う

。

　

　

定

功
日
、

佛

經
云

、

手

把
青
楊

枝
、

偏
洒

廿
露
之

水
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
と
　

　
　

　
　

　
　
ひ

と

　

定

功
曰

く
、

「

佛

經
」

に

云

ふ
、

手

に

青
楊

枝
を

把
り

て
、

偏

　
へ

に

廿
露
の

水

を
洒

ぐ
、

と
。

こ

の

「

仏

経
」

の

典
拠

に
つ

い

て

『

九

家
本
』

で

は

次
の

よ

う
に

説
明

す
る

。

　

　

又

灌

頂
經
云
、

昔
維

耶

黎
民

遭
疫、

禪

提
奉

佛
教

、

持
呪

往

　

　

避
之
。

疫
人

皆

愈
。

其

禪

提

所
嚼

囓
木
、

擲
地

成
林
、

林

下

　

　

有
泉
。

後

民
復

有
疾
、

取
泉

水
、

折
楊

柳
洒

拂
。

病

者
無
不
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痊

愈
。

把

楊
枝

洒
甘

露

事、

出
於

此
。

　

又

『

灌
頂

經
』

に

云

ふ
、

昔

維
耶

の

黎

民

疫
に

遭
ひ
、

禪

提

　

は

佛

教
を

奉
じ
、

呪

を

持
し

て

往
き
て

之

を

避
け

し

む
。

疫
人

　

皆
な

愈
ゆ

。

其
れ

禪
提

の

嚼
囓
す
る

所
の

木
、

地
に

擲
て

ば

林

　

に

成

り
、

林

下
に

泉

有
り

。

後
の

民

復
た

疾

有
ら

ば
、

泉

水

　

を

取

り
、

楊

柳
を

折

り

て

洒

拂
す
。

病

者

痊

愈
せ

ざ

る

こ

と

　

無
し

、

と
。

楊
枝

を

把
り

て

甘
露
を
洒

ぐ
事
、

此
よ

り

出
づ

。

こ

の

引
用

文

は

『

佛
説

灌
頂

經
』

（

『

大

蔵

經
』

第
二

十
一

冊
）

巻
九

に

存
在
す

る
（

た

だ
し

『

九

家
本
』

は
、

『

釋
氏

要

覽
』

（
『

大

蔵

經
』

第
五

十
四

冊
）

卷

下

よ

り

引

用
し

て

い

る
）
。

こ

の

右
の

逸
話
は

、

多
く

の

民

が

病
に

か

か

っ

た

た

め
、

禅
提
な

る

僧
が

仏

教

を

奉
じ

た

と

こ

ろ
、

ま

じ

な
い

の

文

句

を

得
、

そ

れ

に

よ
っ

て

皆
の

疫
病

を

治
す
こ

と
が

で

き
た

。

禅
提

が

歯
で

噛
ん

だ

木
は
、

地

に

棄
て

る

と

林
に

な
り

、

林
の

下
に

は

泉
水
が

で

き
た

。

後
の

民

は

そ
こ

へ

行

き
、

泉
の

水

を
掬
い
、

楊

柳
の

枝
で

そ

の

水

を

濯

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

や

な

ぎ

げ

ば

病
が

治
っ

た
、

と

い

う
も

の

で

あ

る
。

そ

の

楊

の

枝
が
「

楊

枝
」

で

あ
り

、

定
功
の

挙
げ
た

典

拠
は

『

灌
頂

經
』

を

抜

粋
・

要

約

し

た

も
の

で

あ

る

と

い

う
。

こ

の

説
に

依

れ
ば
、

『

灌
頂

經
』

の

逸

話
に

お
い

て

楊

枝
で

水

を

濯
ぎ
民
を

癒
し

た

よ

う

に
、

賛
上

人

も

楊
の

枝
を
手

に

持
ち
、

水

を
濯

ぎ
民

を

癒
し

て
い

る
と

し

て
、

暗
に

民

を

教

化

し

た

こ

と

を

示

す
も

の

で

あ

る

と

解
釈

で

き

よ

う
。

　

元
・

明

代
に

入

る

と
、

高

楚
芳

編
『

集
千

家

註
批
点

補
遺

杜
詩

集
』

（

以
下

『

批
点

本
』

と

略

称
）

巻
六

、

邵

寶
集
註

『

刻

杜
少

陵

先
生

詩

分
類

集
註
』

巻
五
、

單
復
撰
『

讀

杜
詩

愚
得
』

巻
六

で
、

集
注
に

定
功
の

典

拠
を

そ
の

ま

ま

引
用
し

て

い

る
。

　

同
様
に

『

大

方

廣

佛
華
嚴

經
』

卷
第
六

を
出

典
と

し

な
が

ら
、

手
に

楊
の

枝
を
持

ち
、

ま
さ

に

衆
生

が

悟
り

を

得
、

つ

い

に

は

皆

清
浄
な

状
態

を

得
る
こ

と

を

願
う
、

と

解
す
る

注

解
も
現

れ

る
。

清
代
の

楊

倫
撰

『

杜
詩

鏡

銓
』

巻
六

に

引
く
「

手

執

楊
枝
、

當
願

馭
生

、

皆

得

妙

法
、

究

竟
清

淨
。

」

（

手

に

楊

枝
を

執
り

、

當

に

厭
生
の
、

皆

妙
法

を

得
、

究

竟
に

清

淨
な

る

を

願
ふ
べ

し
。

）

と

あ

る

注
の

こ

と

で

あ
る

。

朱
顯

英
編

『

朱
雪

鴻
批

杜
詩
』

巻
上
、

湯
啓

祚
撰

『

杜
詩

箋
』

巻
一
、

現
代
に

お

い

て

は

韓
成
武
・

張
志

民

撰

『

杜

甫

詩
全

訳
』

（

河

北

人

民

出

版
社
）

、

王

士

菁
著
『

杜

詩

今
注
』

（

巴

蜀
書

社
）

、

『

杜
詩

全

集
』

（

成

都

杜

甫
草
堂

博
物

館
編
・

天

地

出
版

杜
）

巻
六

に

引
用

さ

れ

て

い

る
。

　

ま

た

何
ら

か

の

儀
式

を
想
定

し
、

楊
の

枝
と

解
す
る

注

解
も

存

す

る
。

宋
の

『

分
類

本
』

で

は
、

黄
庭
堅

の

「

僧
景

宗
相
訪

寄
法

王

航

禪

師
」

詩
の

詩

句
「

山

中
雨

熟
瓜

芋
田

」

（

山

中
に

雨

は

熟

せ

し

む

瓜

芋
の

田
）

に

対

し

て
、

任
淵
が

施
し

た

註
を

挙
げ

て

い

る
。

　

　

任
淵
云
、

詩

言
贊
公

道
力

深

妙、

楊
枝
揮

洒
、

便
能
致

雨
、

　

　

以

熟
豆

田
。

　

任
淵
云

ふ
、

詩
は

贊
公

の

道

力
深

妙
に

し

て
、

楊

枝
揮
洒

す
れ

　

ば
、

便
ち

能
く

雨

を

致
し

、

以
て

豆

田

を

熟
せ

し

む

る

を

言
ふ
、

　

と
。

任
淵
は
、

黄
庭
堅
の

詩

句
に

対
し

て

杜
甫
の

二

句
を

典
拠
に

挙
げ
、

解
説

を
加
え

て

い

る
。

賛
公
の

仏
道

を
極
め

た

力
は

絶
大

で

あ
り
、

楊
の

枝
を

使
っ

て

水

を

揮
い

濯
げ

ば
、

す
な

わ

ち

雨
を
よ

く

降
ら
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す

こ

と

が

で

き
、

こ

れ

に

よ

り

豆

を

良
く

実
ら

せ

た

と

解
釈
し

て

い

る
。

任
淵
注

は
、

定
功

の

挙
げ
た

典
拠

と

若
干

異

な

り
、

雨
を

降
ら
せ

る

た

め

に

楊
の

枝
を
用

い

て

お

り
、

　一

種
の

儀
式
を

想
定

し

て

解
釈
し

て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

た

だ

し
、

任
淵

注

は
、

元
・

明
代
で

は

引
用

さ
れ

ず
、

清
代
に

入

り
、

集
注

本
に

引
用
さ

れ
る

こ

と

が

あ
る

が
、

あ

ま

り

支
持
さ

れ

て

は
い

な
い

。

 
楊

枝
と

解
す

る

場
合
（

宗
教

的
要

素
を

盛
り

込

む
）

　

『

分

類
本
』

巻
九

に

お
い

て

は
、

次
の

『

梵

網
経
』

を

典
拠
に

挙
げ
る

。

　
　

希
日
、

梵

網

經
、

若

佛
子

、

常

應
二

時

頭

陀
、

冬

夏
坐

禪
、

　
　

結
夏

安

居
、

常
用

楊

枝
。

而

菩

薩
行

頭
陀

時
、

及

遊
方

時
、

　
　

行
百

里
季

里
、

此
常

随
其

身
。

　

希
曰

く
、

『

梵

網

經
』

に
、

若

き

佛
子

は
、

常
に

應
に

二

時
に

　

頭
陀
し

、

冬

夏
に

坐

禪
し

、

結
夏
に

安
居
し
、

常

に

楊

枝
を

用

　

ふ
べ

し
。

而

る
に

菩
薩

頭

陀
を

行
ふ

時
、

遊
方

に

及
ぶ

時
、

　

百

里

千
里

行
く

も
、

此

れ
常

に

其
の

身
に

随

ふ
。

こ

れ

は

『

梵

網

経
』

「

菩
薩
心

地

戒
品
」

第

十

卷
下

に

紹
介
さ

れ

て

い

る

若
い

仏

徒
の

修

行
の

様
子

で

あ

る

（

原
文

は

後
掲
）

。

若

い

修

行

僧
は
二

つ

の

時

節
に

煩

悩
を

取
り

払
う

修
行

を

し
、

冬
夏

と

結

夏
に

は

ひ

た

す
ら

坐

禅
修

行
を

す
る

が
、

そ
の

時

常
に

携
帯

し

て

い

る

の

が

楊

枝
で

あ

る
。

菩
薩
も

修

行
を

行
う

時

や
、

遠
く

へ

遊

説
に

行

く

際、

肌

身
離
さ

ず
楊

枝
を

携
帯
し

て

い

る
の

で

あ

る
。

『

分

類
本
』

補
注

者
の

黄
希
は

、

賛
上

人
が

肌

身
離
さ

ず
楊

枝
を

携

帯
し
、

仏
教
の

規

律
を

遵
守
し

て

い

る

と

解
釈
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
こ

の

『

梵

網

経
』

の

典
拠

は
、

元
・

明

代
の

諸
注

釈
書
に

は

引

用
さ

れ

ず
、

清

代
に

入

り
、

集
注

本
に

引
用
さ
れ

る

こ

と

が

あ
る

が
、

あ

ま

り

支
持

さ
れ

て

い

る

様
子

は

な
い

。

　
　

　
よ

　
ま

し

　
ま

た

楊

枝

と

解

す

る

も
の

に
、

『

大

涅

槃
經
』

巻
一

に
、

「

離

常

住
處

、

嚼

楊

枝

時
、

遇

佛

光

明
。

速
疾

漱
口

澡

手
。

」

（

常
住

の

處
を

離
れ
、

楊
枝

を
嚼
む

時
、

佛
の

光
明

に

遇
ふ

。

速

疾
に

し

て

口

を

漱

ぎ
て

手
を

澡

ぐ
。

）

と

あ

る

の

を

出
典

と
し

、

僧
が

明

け

方

に

常
住
の

場
所

を
離
れ

る

に

当
た

り
、

楊
枝
を

用
い

る

と

す

る

注

解
が

あ

る
。

『

草
堂

詩

箋
』

巻

十
七
、

浦
起

龍

撰
『

讀
杜
心

解
』

巻
一

之
二
、

呉

見
思

撰
・

潘
眉
評

註
『

杜
詩

論
文
』

巻

十
四

に

お

い

て

支

持
さ

れ
、

現

代
も

王

士

菁
著

『

杜

詩

今
注
』

（

巴

蜀

書

社
）

に

引
用

さ

れ
る

。

　
　

　
よ
　レ
ノ

　
し

　
こ

の

楊
枝
と
は

ど

の

よ

う

な

も
の

か

と

言

え
ば
、

『

九

家
本
』

に

引
用
さ

れ
る

『

摩

訶
僧

祇
律
』

に

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　
　

又

僧
祇

律、

楊
枝

齒
木
也

。

食

畢
持
之
、

嚼
一

頭
碎
、

用

剔

　
　

牙

齒
中

滯
食

。

毘
奈

耶
云
、

嚼

楊
枝
有
五

利
。

　 

除
風
、

二

　
　

除
熱
、

三

令
口

滋
味
、

四

消

食、

五

明
目

。

　
又

『

僧

祇
律
』

に
、

楊
枝
は

齒
木
な
り

。

食

畢
り

て

之

を

持
ち
、

　
｝

頭
を

嚼
み

て

碎

き、

牙

齒
中
の

滯
食
を

剔
す
る

に

用

ふ
、

と
。

　

『

毘
奈

耶
』

に

云

ふ
、

楊
枝
を

嚼
む

に
、

五

利

有
り

。

　一

に

除

　
風

。

二

に

除

熱
。

三

に

口

を
し

て

滋
味
あ
ら

し

む
。

四
に

消

食
。

　
五

に

明

目
、

と
。

楊

枝
は

、

歯
の

隙

間
に

た

ま
っ

た

糟
を

取
り

除

く
た

め

に

用
い

る

も
の

で

あ

り
、

様
々

な

効
能
が

あ
っ

た

よ

う

で

あ

る
。
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や

な

ぎ

 
楊

の

枝

と

解
す
る

場

合
（

宗

教
的
要

素
を
加

味
し

な
い

場
A
巳

　

禅
的

要

素
を
加

味

す
る

傾
向

が

強
い

宋
代
に

お
い

て
、

さ

ほ

ど

加

味
し

な
い

註

解
も

存
在

す
る
。

そ

れ

は

『

分

門
本
』

巻
八

に

引

く

趙
次
公

の

註
で

あ
る

。

　

　

趙

日
、

今

取
楊

柳
字
、

以

見
贊
當

春
方

爲
寺
主

之
時

。

來
秦

　

　

州
、

而
已

見

豆

熟
之

際
矣

。

公

宿
贊
公

房
日
、

杖
錫

何
來
此
、

　

　

秋
風

已

颯

然
。

字
同
一

義
。

旧

解
惑
楊

柳
字
、

出

佛
書
、

更

　

　

引
爲

齒
木
之

用

云
々

。

徒
爲
贅
矣
。

　

趙

曰

く
、

今
楊

柳
の

字
を

取
る

は
、

以

て

贊
の

春
に

當
り

て

方

　

　
　

　

　
　

　

　
　
あ

ら

は

　

に

寺

主

爲

る
の

時
を

見

す
な

り
。

秦

州

に

來
り
、

已

に

豆

の

　

熟

す
る

を
見

る
の

際
な

り
。

公
「

贊
公
の

房
に

宿

す
」

に

曰

く
、

　

錫

を

杖
き
て

何

れ
か

此

に

來
た

る
、

秋
風

已

に

颯

然
た

り
、

　

と
。

字
は

同
じ

く
し

て
一

義
な

り
。

旧

解
は

楊
柳
の

字
の

『

佛

　

書
』

よ

り

出
つ

る

に

惑
ひ

、

更

に

引
き

て

齒

木
の

用

を
爲

す
云

　

々
。

徒
に

贅
を

爲
す

な

り
、

と
。

趙

次
公

は
、

杜

甫
の

「

賛
公

の

房
に

宿

す
」

詩
の

「

杖
錫

何
来
此

、

秋

風
已

颯
然
」

と

「

楊

枝
晨

在
手

、

豆
子

雨
已

熟
」

が
、

字

句
の

配

置
と

時
間

の

経
過
を

示

す

意
に

お
い

て

同
様
で

あ
る

こ

と

を
傍

証

と

し
、

従

前
の

註
解
は

楊

柳
が

仏
書
に

典
拠
を

求
め

ら
れ

る
こ

と

に

困

惑
し
、

さ

ら
に

は

粛［

木
の

効
能
ま

で

引
用

す
る

の

は
、

い

た

ず
ら
に

典

拠
を

書
き

連
ね

る

だ
け

だ

と

す

る
。

つ

ま

る

と

こ

ろ
、

「

楊
柳
」

を

用
い

た
の

は
、

杜
甫
が

賛
上

人
に

相
見
し

た

折
、

賛

上

人
は

寺
主

を

務
め

て

お

り
、

そ
の

時
が

ち

ょ

う
ど

春

に

当
た

る

こ

と

を

い

う
た

め

で

あ
り
、

「

豆

子
」

を

用
い

た

の

は
、

早

く
も

豆

が

二

度

も
熟
し

た

こ

と

を

言
う
た

め

だ

と

説
い

て

い

る
。

禅
的

要

素

を

加

味
し

な
い

解
釈
を

支
持
し

て

い

る
。

　
こ

の

他
、

明

代
の

『

唐
李

杜
詩
集
』

巻

十、

清
代
の

盧
元

昌
註

『

杜
詩

闡
』

巻
十、

仇
兆

鰲
註
『

杜
詩

詳
注
』

巻
八
、

呉

見
思

撰
・

潘
眉
評
註

『

杜
詩

論
文
』

巻

十
四

、

張
濳

評
注

『

讀
書
堂

杜
詩

集

附
文

集

註

解
』

等
で

は
、

禅
的

な

要
素
を

加

味
し

て

い

な
い

。

現

在
、

日

本
に

お

い

て
、

嵯
峨

寛

氏
は

『

杜

詩
闡
』

の

解
釈
に

賛
同

　

　
　

　

し

て

お

り
、

　
『

杜
詩
詳

注
』

を

テ

キ
ス

ト

に

用
い

た

鈴
木

虎
雄
訳

註
『

杜
甫

全

詩

集
』

（

日

本
図

書
セ

ン

タ

ー
）

巻
八

で

は
、

仇

兆

鰲
の

意
を

汲
み

取
り

解

釈
し

て

い

る
。

　

以

上
の

よ

う
に
、

第
九

句
に

対

す
る

解
釈
は

大
き

く
三

通
り

存

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
や

な

ぎ

在
す

る
。

出

典
は

異

な
る

が
、

楊

の

枝
と

解
し
、

宗
教
的

要

素

　

　
　

　

　
　

　

　
エ

　
ノ

　

じ

を

加

味

す
る

場

合、

楊
枝
と

解
し
、

宗

教
的
要

素
を

加

味

す
る

場

　

　
　

　

　
や

な

ぎ

合、

そ

し

て

楊

の

枝
と

解
す
る

も
、

宗
教
的

要
素
を

加
味
せ

ず
、

時
節
の

到

来
と

す

る

場

合
、

の

三

通

り

で

あ
る

。

い

ず
れ

が

妥
当

な
注

解
で

あ

る

か

は
、

前

後
と
の

関

係
を

考

察
し

な

け
れ

ば

判
断

で

き

な

い
。

留

意
す
べ

き

点

は
、

詩
語
の

使
用

と
い

う

点
に

着
目

す
れ

ば
、

「

楊

枝
」

語

は
、

こ

の

「

賛
上

人
に

別
る

」

詩
の

み

に

用
い

ら

れ

て

い

る

と
い

う

こ

と

で

あ

る
。

と

す
れ

ば
、

杜
甫
が

こ

の

「

楊
枝
」

語
に

何
ら

か
の

特

別
な

意
味
を

加

味
し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

な
い

だ

ろ

う
か

。

三
、

「

豆

子

雨

已

に
熟

す
」

の

註

解
に
つ

い

て

第

十
句
「

豆
子

雨

已

に

熟

す
」

に
つ

い

て

も
、

第
九

句
と

同
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様
に

諸
注

を

検

討、

整
理

し

て

み

た

い
。

現

在、

第
十
句
の

注

解

と
し

て

は
、

「

豆

子
」

を

時

節
の

到
来
と

解
す

る
傾

向
が

強
い

が
、

そ

こ

に

宗
教

的
要

素
を
加

味

す
る

場
合
と

加
味
し

な
い

場
合
が

存

す
る

。

 
学

識
が

豊
か

だ

と

解

す
る
、

も
し

く
は

邪
な

心
を
持
た

な
い

と

　

解

す
る

場
合

　

『

九

家
本
』

『

分

門

本
』

『

分
類
本
』

と

い

っ

た

宋

代
の

集

注

本
に

は
、

「

蘇
日
、

崔
玄

見

習
鑿

歯
日
、

豆
子

熟
矣

。

」

（

蘇
曰

く
、

崔
玄

習
鑿

歯

を

見
て

曰

く
、

豆

子

熟
せ

り
、

と
。

）

と
、

賛
公

の

学
識
が

深
い

こ

と

を
「

豆

子
熟
」

に

例

え

た

と

す

る

注

解
や
、

「

張
亘

日
、

豆

子

眼

中
黒

晴
也

。

言
無

邪

視
也

。

」

（

張
亘

日

く
、

豆

子

は

眼

中
の

黒

晴
な

り
。

邪
視
無

き
を

言
ふ

な
り

。

と
。

）

と
、

賛
公

の

瞳
が

澄

み

切
っ

て

い

る

こ

と

を
「

豆

子

熟
」

に

例
え
た

注

解
が

引
用
さ

れ
て

い

る
。

こ

れ
ら

の

注
解
は

元
・

明

代
ま

で

引

用

さ

れ
る

が
、

清
代
に

な
る

と

殆
ど

見
ら

れ

な
く

な
る

。

 
時
節
の

到

来
と

解
す
る

場

合
（

宗
教

的
要

素
を
加

味
す
る

）

　

清

代、

浦
起

龍
撰

『

讀

杜
心

解
』

巻
一

之

二

に

は

次
の

よ

う

に

あ
る

。

　

　

華
嚴
疏

鈔
、

譬
如

春
月
、

下
諸
豆

子
、

得
煖

氣
色

、

尋
便

出

　

　

土
。

　

『

華
嚴
疏

鈔
』

に
、

譬
へ

ば
春

月
、

諸
々

の

豆

子

に

下

り

て
、

　

煖

氣
の

色
を

得
、

尋
い

で

便
ち

土
よ

り

出
つ

る
が

如

し
、

と
。

『

華
厳

疏
鈔
』

に

は
、

春
の

月
に

よ
っ

て

暖
気

が

地

に

降
り
、

そ

の

気
を

得
て
、

豆

子

が

土

中
よ

り

芽
を

出
す

と

あ

り
、

そ

れ

を

第

十

句
に

も

当
て

は

め
、

春
に

当
た

り

豆

が

実

る

こ

と

を

言
う

と

す

る
。

上

句

と

の

関
係
を

考
え

て

仏
典
に

典
拠

を

求
め

た

と
こ

ろ

が

評

価
さ
れ
、

呉

見
思

撰
・

潘
眉
評

註
『

杜
詩

論
文
』

巻
十
四
、

楊

倫

撰

『

杜

詩
鏡

銓
』

巻
六

に

も

引
用

さ

れ
、

『

杜
詩

詳
注
』

で

も

典

拠
例

と

し

て

挙

げ
ら

れ

て

い

る
。

現

代
に

お

い

て

も
、

『

杜
詩

全

集
』

巻
六
、

王

士

菁
著

『

杜
詩

今
注
』

で

同
じ

出
典
を

挙
げ
て

い

る
。

 
時
節
の

到
来
と

解

す
る
場

合
（

宗
教

的
要

素
を
加
味
し

な
い
）

　

第
十
句
を

詩

句
の

通

り
、

単
に

豆

が

雨
に

よ
っ

て

熟

す
と

解
釈

す
る

も
の

に

劉

辰
翁
の

評
点
が

あ

る
。

元
代
の

『

批
点

本
』

巻
六

に

は

次
の

よ

う

に

あ

る
。

　

　

甚
有

悟
入

。

謂

豆
子

雨
而

熟
、

自
本

分
。

弟
獨

引
豆

對

楊
柳

。

　

　

無
謂

固
是

紀
時
節

。

不

妨
暗
用

禪
語

也
。

　

甚
だ

悟
入

有
り

。

豆

子

雨

ふ

り

て

熟
す
は

、

自

ら
本

分
な
る

を

　

　
　

　
た

　

謂

ふ
。

弟
だ

獨

り

豆

を
引

き
て

楊

柳
に

對
す
る

の

み
。

固
よ

り

　

是
れ

時

節
を

紀
す
に

謂
無
し

。

暗
に

禪
語
を
用

ふ

る

を
妨
げ

ざ

　

る

な

り
。

劉
辰

翁
は
、

こ

の

詩
句

を
読
ん

で

詩
の

道
に

お
い

て

悟

塊
に
入

る

契
機
を

得
た

と

い

う
。

そ
し

て

句

意
は

、

豆
が

雨
に

よ
っ

て

熟
す

る

の

は

本
来

の

姿
で

あ

る
。

「

豆

子
」

は

単
に

「

楊

柳
」

の

対
に

用

い

た

だ

け

だ

と

す
る

。

当

然
な
が
ら

時

節
を
記

し

て

い

る
だ

け

で

あ
っ

て
、

暗
に

禅
的
意
味

合
い

を

含
む

語
を
用
い

る
こ

と
を

避

け

ら

れ
な

か
つ

た

と

評
し

て

い

る
。

劉
辰

翁
は

、

「

豆

子
」

を

禅
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語
と
し

て

捉
え
る
の

で

は

な

く
、

単
に

時

節
の

到

来
と

理

解
し

て

い

る
。

　

元
・

明

代
に

お
い

て

は
、

劉
辰
翁
の

評
点
を

引
用
す
る

注
釈

書

も

多
く
、

『

杜

臆
』

巻
三
・

『

讀

杜
詩

愚

得
』

巻
六

で

同

意
の

注

解
が

見
ら

れ
、

清
代
に

お
い

て

は
、

湯

啓
祚

撰
『

杜
詩

箋
』

巻
一

に
、

現

代
で

は

『

杜
甫

詩
全

訳
』

の

中
に

同

意
の

注

解
が

見

ら

れ

る
。

　

時
節
の

到
来
と

す

る
も

、

二

年
経

過
し

た
こ

と

を

加

味
し

て

解

す
る

注

解
も
存

す
る

。

先
に

示
し

た

趙

次
公
の

注

解
も

二

年

経
過

し

た

こ

と

を
示

す
も
の

で

あ

る

が
、

そ

の

他
に

も

『

草
堂
本
』

巻

十
七

に

次
の

よ

う
に

言
う

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

豆

子

種
之
、

所

以
供

粥
。

雨
或

作
兩

。

兩
熟

言
來
同

谷

已

經

　

　

兩

年
矣

。

　

豆

子

之

を

種
う

る

は
、

粥
に

供

す
る

所

以

な

り
。

雨

或
い

は

　

兩
に

作
る

。

兩
熟

は
、

同

谷
に

來

り
て

已

に

兩
年
を

經
る

を
言

　

ふ

な

り
。

蔡
夢

弼
は

、

豆

を

植
え
る

の

は

粥
に

供
す

る
た

め

で

あ

る

と

し
、

「

雨
」

を

「

両
」

と

す
る

テ

キ
ス

ト

が

あ

る
こ

と

を
指

摘
し

、

秦

州

に

来

て

か

ち
二

年
が

経
過
し

た
こ

と
を

示
す
と

解
し

て

い

る
。

『

草
堂

本
』

以
外
に

も

『

九

家
本
』

や

『

分
門

本
』

な
ど

、

既
に

「

雨
」

を

「

両
」

と

す

る
テ

キ

ス

ト

が

存
す
る
こ

と

を

指
摘
し

て

お

り
、

秦
州
に

来
て

よ
り

二

年
が

経
過
し

た
と

す
る
趙

次
公

と

蔡

夢
弼
の

注
が
生

ま
れ

る

原
因
に

な
っ

た

と

思
わ

れ
る

。

　

元
・

明

代
に

な

る

と
、

『

刻

杜

少
陵

先
生

詩

分
類

集

註
』

巻
五

の

よ

う
に

、

「

雨
」

を
「

両
」

と

し
、

「

豆

經
兩

熟
、

已

屬
二

年
。

」

（

豆

兩
熟

を

經
、

已

に

二

年
に

屬

す

る

な
り
。

）

と
、

断
定

的

に

言
う
も

の

も

現
れ

る
。

清
代
に

も
、

盧

元
昌

註
『

杜
詩
闡
』

巻

十
で

同

意
の

注

解
を
施
し

て

い

る
。

　

以
上

の

よ

う

に
、

第
十

句
に

関
し

て

は
、

時

節
の

到
来

と

解
す

る

注

解
が

ほ

と

ん

ど

で

あ
り

、

第
九

句
と
の

関

係
で

、

そ

こ

に

宗

教

的
要
素

を
加
味

す
る

か

し

な
い

か

の

相
違
が

存
す

る
。

四
、

二

句
の

関

係
に
つ

い

て

　
こ

こ

で

二

句
に

対

す
る

中

国
に

お

け
る

注
解
を

振
り

返
っ

て

み

よ

う
。

ま

と

め

る

と

次
の

表
の

よ

う
に

な
る

。

特

徴

第

　
九

　

句

第

　
十

　
句

賛
上

・

典
拠

を

仏

典
と
し
、

修

行
の

・

学

識

が

豊

か

で

あ

人

を

称
賛

際
い

つ

も

携
帯
し

、

口

を

清

　
　

　

L
　

つ

じ

潔
に

す
る

楊
枝
と

す
る

注
解

。

る
、

も

し

く

は

邪

な

心

が

な

い

と

解

・

典
拠
を

仏

典
と

し
、

衆

生

を

　

　

　

　
　

　

　

　
や
な
ぎ

救

う

儀
式

に

用
い

る

楊

の

枝

す

る

注

解
。

（

清

代

以

降

見

ら

れ

な

と

罕

す
る

注

率
。

い
。

）

時

節

弋
’

　」

・

楊

の

枝
は
、

単
に

時

節
の

表

・

典
拠
を

仏
典
と

し
、

の

到

れ
と

解
す

る
注

解
。

時

節
の

到

来

と

解

来

す
る

注

解
。

・

単
に

時
節
の

到

来
、

経
過
と

す
る

注

解
。
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表
を

見
て

分
か

る

よ

う

に
、

第
九

句
に

対
し

て

は

仏

典
を

典
拠

と

し
、

賛
上

人
を

称
賛

す
る

傾

向
が

強
い

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

第
十

句
に

対
し

て

は

称
賛

す
る

注

解
が

仏
典

を

典
拠
と

し

て

い

な
い

。

さ

ら

に

そ
の

第
十
句

の

注

解
は

早

く
か

ら

支

持

さ
れ

て

い

な
い

。

賛
上

人

を

称

賛
し

た

と

し

て

二

句
を

解
釈
し

よ

う
と

す
る

場

合
、

二

句
の

繋
が

り

が
困

難
に

な

る

と

言
え

よ

う
。

そ
の

た

め

二

句
の

繋
が

り

か

ら

見
れ

ば
、

二

句
共

に

時

節
の

到

来
、

経
過
と

解
す
る

注

解
が

優

れ
て

い

る

よ

う
に

見
え

る
。

が
、

詩
全

体
か

ら

見
た

場

合
、

あ

え

て

賛
上
人

を

称

賛

す
る

箇
所
が

無

く
な
っ

て

し

ま

う
の

が

難
点

と

い

え

る
。

第
五

句
か

ら

賛
上

人
に

つ

い

て

詠
じ

ら

れ

て

お

り
、

秦

州
に

来
て

世

俗
の

塵
の

中
で

や
つ

れ

果
て

た
こ

と

を

言

っ

て

い

る
。

そ
こ

で

時

節
の

経
過

を

詠
じ

て

い

る

と

解
す
る

だ
け

で

よ
い

の

か
、

そ

れ

と

も
第
九

句
だ

け
で

も

賛
上
人

を

称
賛
し

て

い

る

と

解
す

る
の

が

よ

い

の

か

と

言
う
こ

と

に

な
る

。

時

節
の

経

過
、

無

情
さ
に

つ

い

て

は

第

十
三

句
以

降
の

第
三

段

に

杜
甫
の

嘆

き

と
共

に

詳

し

く

詠
じ

ら

れ
て

い

る

た
め

、

前

者
の

解
で

は

や
や

し
つ

こ

い

感

を
受

け
る

。

ま

た

そ

う
な

れ
ば

別

れ
に

際
し

、

杜
甫

自
ら
が

敬
慕

す
る

賛
上

人
に

対
し

て

称

賛
し

て
い

る

箇
所
が

無
く

な

り
、

杜
甫
が

意
を
尽

く
し

て

い

な
い

感
を

受

け
る

。

次
い

で

詩

語
に

着
目
し

た

場
合

も

同

様
で

あ

り
、

「

楊

枝
」

語
が

杜
詩

全

作

品
を

通
じ

て
、

こ

の

詩
の

み

に

用
い

ら

れ
て

い

る
こ

と

か

ら

も
、

杜
甫
が

そ
こ

に

何

ら
か

の

深

意
を

込
め

た

も
の

と
考
え

ら
れ

る
。

　

つ

ま

る

と

こ

ろ
、

中
国
に

お
い

て

は
、

未
だ

に

妥

当
な
注

解
が

見

出
さ

れ
て

い

な

い

と

言
え

よ

う
。

五
、

禅
林
の

解
釈
に
つ

い

て

　
で

は

日

本

禅
林
で

は
二

句
に
つ

い

て

ど

の

よ

う

に

注

解
さ
れ

て

い

る

の

で

あ
ろ

う

か
。

以
下

で

は
、

禅
林
の

注

解
を

見
て

み

る
。

（

1
）

初
期
に

お
け

る

解
釈

　

中

国
の

宋
代
の

注

釈
に

お
い

て

「

楊
枝
」

に

対
し

て

多
数

の

仏

典
の

典
拠
が

引
用
さ

れ
な
が

ら
、

何
れ
に

よ
っ

て

も

納
得
の

い

く

解
釈
が

困

難
で

あ
る
の

を

眼
前
に

し

て

は
、

日

本
の

禅
僧
も
興

味

を
示

さ
ざ
る

を

得
な
か
っ

た

で

あ

ろ

う
。

虎

関
師

鎌
は
『

済
北

集
』

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

き

巻
十
一

「

詩

話
」

の

中
で

次
の

よ

う

に

註

解
す

る
。

　

　

老

杜
別

贊
上

人
詩
、

楊

枝
晨
在
手
、

豆

子

雨

已

熟
。

諸
註

皆

　

　

非
。

只

希
日
、

引
梵
綱

經、

注
上

句
楊

枝
、

不
及

下

句
豆

子
。

　

　

蓋
此

豆

非
青

豆
也

。

澡
豆

也
。

梵
綱

−

r
八

種
中
一

也
。

蓋

此

　

　
二

句、

褒
贊
公

精

頭
陀

。

諸
氏

以
青

豆

解
之

。

可
笑

。

而

希

　

　

日
、

偶
々

引
梵

綱、

至

上

句
不

及
下

句
。

詩
思

精
驪

可
見

。

　

　

絲
之

言
之

、

千

家
之

人
、

上

杜
壇

者

鮮
乎

。

　

老

杜
の

「

贊
上

人
に

別
る

」

詩
に

、

「

楊
枝

晨
に

手
に

在
り

、

　

豆

子

雨

已
に

熟

す
」

と
。

諸

註
は

皆
非
な
り

。

只
だ

希
日

ふ

　

に
、

『

梵

綱
經
』

を

引
き
て

、

上

句
の

楊
枝
に

注

す
る

も
、

下

　

句
の

豆

子

に

及

ば
ず

、

と
。

蓋
し

此
の

豆
は

青
豆

に

非
ざ
る

な

　

り
。

澡
豆

な
り

。

梵
綱

十
八

種
の

中
の
一

な

り
。

蓋
し

此
の

二

　

句
、

贊
公
の

頭
陀
に

精
し

き
こ

と

を

褒
む
る

な
り

。

諸
氏
は

青

　

豆

を

以
て

之
を

解
す

。

笑
ふ
べ

し
。

而
し

て

希
日

ふ

に
、

偶
々

　

『

梵

綱
』

を

引
き
、

上

句

に

至
る

も

下
句
に

及
ば

ず
。

詩
思
の
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よ

　

精
矗

見
る
べ

し
。

之

に

絲

り

て

之

を

言
へ

ば
、

千

家
の

人
、

　

杜
壇
に

上

る
者

鮮
き
か

。

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

『

梵

綱
経
』

は

『

梵

網
経
』

の

誤
り

で

あ
る

。

虎
関
師
錬
は

最
初

に

宋
代
の

諸
注

釈
書
の

註

解
を

否
定
し

て

い

る
。

虎

関
は
宋

代
の

注

釈
書
の

中
で

も

『

集
千

家

註

分
類
杜
工

部
詩
』

（
『

分

類
本
』
）

を

重
要

視
し

て
い

る
。

こ

の

こ

と

に

関
し

て

は
、

虎

関
師

錬
が

残

し

た

杜
詩
四

首
に

関

す
る

詩
話
が

、

い

ず

れ
も

『

分
類
本
』

の

黄

希
・

黄
鶴
の

補
注
を

考
究
の

対
象
に

し

て

い

る

こ

と
か

ら

察
せ

ら

　

ゆア

れ

る
。

こ

の

「

賛
上

人
に

別
る

」

詩
で

は
、

黄

希
が

引
く

『

梵

網

経
』

に
つ

い

て

不

十
分
で

あ
る

と

批
判
し

て

い

る
。

黄
希
は

『

梵

網

経
』

の

典

拠
を

「

楊

枝
」

に

し

か

適

用
し

て

お

ら

ず
、

「

豆
子
」

の

典
拠
に
つ

い

て

は

触
れ

て

い

な
い

。

虎
関
は
、

こ

の

「

豆
子
」

は
、

青
豆
で

は

な

く
梵

網

十
八

種
の

内
の

澡
豆

で

あ

る

と

し
、

賛

上

人
が

煩
悩
を

払

う
修

行
に

勤
め

励
ん

で

い

る

の

を
誉
め

た

も
の

で

あ

る

と

解

し

て

い

る
。

『

梵

網

経
』

「

菩
薩
心

地

戒

品
」

第

十

卷
下
に

お

け
る

原
文

は
、

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　
　

若
佛
子

、

常

應
二

時

頭
陀

、

冬
夏
坐

禪
、

結
夏
安
居、

常
用

　
　

揚

枝
・

澡
豆

・

三

衣
・

瓶
・

跡
・

坐

具
・

錫

杖
・

香
爐
・

漉

　
　

水

嚢
・

手

巾
・

奩
・

刀

子
・

火
燧
・

鑷

子
・

繩
床
・

經

律
・

　
　

佛

像
・

菩
薩
形

像
。

而

菩

薩
行
頭

陀
時
、

及

遊
方

時、

行
來

　
　

百

里

千
里

、

此

十
八

種

物
、

常
隨
其

身
。

　

若
き

佛
子

は
、

常
に

應
に
二

時
に

頭
陀
し
、

冬

夏
に

坐

禪

し
、

　

結
夏
に

安

居
し

、

常
に

楊

枝
・

澡
豆
・

三

衣
・

瓶
・

鉢
・

坐

　

具
・

錫
杖
・

香
爐
・

漉

水

嚢
・

手

巾
・

奩
・

刀

子
・

火
燧
・

鑷

　

子
・

縄
床
・

經
律
・

佛
像
・

菩
薩
形

像
を

用
ふ
べ

し
。

而
し

て

　

菩
薩
の

頭

陀
を

行
ひ

し

時
、

及

び

遊

方
の

時
、

百
里

千
里

を

行

　
來

す
る

に
、

此
の

十
八

種
の

物
、

常
に

其
の

身
に

随
ふ

。

こ

の

よ

う
に

煩
悩

を
取
り

払
う

修
行
11
頭

陀
を

行
う
に

は

十
八

種

の

物
が

必

需
品
で

あ

り
、

「

楊

枝
」

も
「

澡

豆
」

も
そ

の

中
に

含

ま

れ
て

い

る
。

「

澡
豆
」

は

洗
い

粉
の

こ

と

で

あ
り

、

楊
枝
と

同

じ

く
身

を
清
め

る

た

め

に

使
う

物
で

あ

る
。

つ

ま

り

虎

関
は

「

朝

に

は

口

を
綺

麗
に

す
る

楊
枝
が

賛
上
人

の

手
に

あ
り
、

身

を
綺

麗

に

す
る

澡
豆

が

雨
を

経
て

熟
し

て

い

る
」

と

解
し

、

二

句
共
に

賛

上

人
が

頭

陀
を

行
い

、

身
が

清
浄
で

あ

る

こ

と

を

称
賛
し

て

い

る

と

す
る

。

こ

の

解
釈
に

拠
れ

ば
、

第
九

句
と

第
十
句
の

二

句
は

何

れ

も
賛

上
人

を

称
賛

す
る
こ

と

に

な
り

、

二

句
の

繋
が

り

が

円

滑

と

な
る

。

ま

た

詩
全

体
か

ら

見
て

も
、

賛
上

人

は

世
俗
の

中
に

あ

り

な
が

ら
、

修

禅
し

て

心
身

を
清

浄
に

し

て
い

る
、

と

第
二

段

落

に

お
い

て

賛
上

人
に
つ

い

て

述
べ

る

内

容
が

円
滑
に

纏
ま

る
の

で

あ

る
。

第

十
句

を
、

単
に

時
の

推

移
を
示

す
豆

の

現

象
と

解
し

て

い

た

従
来
の

解
釈
を
、

一

歩

進
め

る

と

同

時
に

、

現
在
に

お

け

る

杜
詩

解
釈
の

研

究
上
、

一

つ

の

資

料
と
し

て

十

分
な

価
値
あ
る

見

解
を
示

し

て

い

る

と

言
え
る

の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

虎
関
は
、

詩

話
の

末

尾
に

お

い

て
、

杜
甫
の

詩

思
の

巧

み
さ

に

対
し
、

『

千

家

註
』

の

註

者
達

も
、

い

ま

だ

杜
詩
の

深

奥
の

理

解
に

及
ん

で

い

な

い

と
、

自

身
の

解
釈
が

妥
当

で

あ
る

こ

と

に

自
信

を
示

し

て

い

る
。

（

2
）

中

期
に

お

け
る

解
釈

　

中
期
に

な

る

と
、

杜
詩

受
容
は

次
第
に

隆
盛

を

迎
え
、

そ
の

研

究

も
盛

ん

に

行
わ

れ

る

よ

う

に

な
る

。

虎
関
の

詩

話
よ

り

凡

そ

百
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年

後
、

江

西

龍
派
は

『

杜
詩

続
翠

抄
』

巻
六

に

次
の

よ

う

な

註

解

を

施
し

て

い

る
。

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ノ

ー

　

楊
枝

−
豆

子

1、
批
甚

有

悟
入

ト
ハ

句
二

悟
入

処
コ

ソ

ア

　

　

　

　
　
　
　
　

　
ノ

レ

ラ

カ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ハ
　
　

　
　

　
　

　
　

　

ヲ

　

　
ル

ラ

ウ
シ

テ
、

又

自
己

シ

ラ

ヌ

処

也
。

謂
豆

子

兩

回

熟
自

本

　

　

分
ト

ハ

、

若

劉
説

、

則
日

贊
公

居
之
已

二

年
也

。

一

説
ヨ

リ

　

　
ダ

ノ

　
　
　

タ

タ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ニ

　

　

當
矣

。

弟
、

獨

引
レ

豆

對’

楊

柳
、

柳
字
有
モ

無
大

事
也

。

无

　

　

　

　
　
　
　
ユ
ハ
レ

　

ト
ニ

　
レ

　

　

　

　

ワ

　

　
亦

可

也
。

無
レ

謂

固
是

紀一

時
節

ト
ハ

、

言
両

句

下

字
皆
不

　

　

對
、

以

此
爲

對
無

謂
也

。

楊

枝
ハ

、

贊
公

脩
行

、

以

水
洒

熱

　

　

腦
、

タ

ゥ
ト

イ
也

。

豆

字
ハ

唯
是

紀
時

年
耳

。

隱
者
南
山

豆

　

　
ト

云

同
シ

者

也
。

或
説
豆

子
ハ

眼
ナ
ン

ト

ト

謂

義
非
也

。

不

　

　

　

ニ

　
　

　
　

　
　

　
ヲ

　

　

妨

暗
用
二

禪
語
・

也

ト
ハ
、

暗
用
僧

以
澡
豆

洗
手

事
也

。

此

義

　

　

　
イ
ン

ノ

ン

う

　
　

　

　
　
　
　

レ

　

　
又
一

物
也

。

此
ヲ

講

杜
詩

之

人

誤
。

謂

禪

語

佛
教

ト

云
ハ

　

　

別
々

也

ト
。

凡

淨
土

宗

與
天

臺
宗

、

捻
日

禪
師

。

蓋

其
爲

觀

　

　

法

故
也

。

佛

祖
通

載
、

天
台

淨
土

二

宗
、

爲
之

禪

師
也

。

不

　

　

相

異
者
也

。

此
ヲ

不
知

而

謂

禪
語

、

乃

是
用

禪
之

法

門
也

。

H
　
豆

子

者

黒
豆

子
ト

云
者

也
。

用齟

黒
豆

子
却

人
，

眼

義
也

。

云

　

　

　
々

非
也

。

皿

　
或
云
、

雨
ト

ハ

水

也
。

贊
公

脩
行

、

以

楊
枝
洒

水
、

則
豆

子

　

　

依
之

肥

熟
也

。

山

谷
注
モ

勝
定
説
モ

、

以
楊

枝
爲
淨
冂

之

楊

　

　

枝
非、

觀
音

懺
法

、

我

今
之

楊
枝
也

。

今
時

我
今
ヲ
ス

ル

導

　

　

師
、

以

楊
枝

面

白
ク

水
ヲ

カ

キ
マ

ワ

シ

テ

因
再

獻
、

字
ヤ

ラ

　

　

洒
觀

音

頂
上

、

誤

矣
。

此
乃

捧
水

器
與

楊
枝
、

使

觀
音

洒
厭

　

　
生

熱

惱
、

乞

憐
之

用
也

。

身
口

意

清
淨

、

名
之

佛

出
世
、

身

　

　
口

意
不

清
淨

、

名

之
佛

滅
度

。

僧

者
以

清
淨
爲

本
。

故

以
楊

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

カ

へ

　

　

枝
清
口

、

以

澡
豆

淨
手

義
也

。

楊

枝
之

法、一

明
星

之

出
時

使

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
で

ゆ

が

ム

　

　
也

。

勝
定
説

亦

依
渭

清
遠

義
者
也

。

不
必

取

劉

須
溪
也

。

　

　

　

　

ナ

ニ
ウ

ル

サ
ヤ

ラ
ノ

W
　

西
方

寺
僧

　
　
夢
．
、

滿
身

楊
枝

衝
立

云
々

。

此

可

咲
夢
也

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ソ

　バ

　

　
律．　

楊

枝
長
二

寸
八

分
、

一

度
用

後
不

再

使
。

折
而

棄
之

。

　

　

　
ニ

　
　
　

　
ヲ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
コ

ノ

ク

　

　
使
．

楊

枝．

有
五

徳
。

齒
ヲ
コ

ソ

ク

ル

ハ

其
一

也
。

　
梳

當
レ

中

　

　
之
三

齒
也

。

朝
早

楊

枝
ツ

カ

ム
、

爲
レ

瀛
し

齒
也

。

大

段

養
生

　

　
也

。

サ

テ

復
非

楊
．

木
、

而

他

木
ヲ
モ

用
ウ
ス

カ

ナ

レ

ハ

、

　

　
亦

他
木
ヲ

モ

用
ヨ

也
。

畢
竟

句
意

、

如

此

清
淨、

而

殊

勝
義

　

　
也

。

　
便
宜
に

四

段

落
に

分
か

ち
、

江
西

龍
派

が

い

か

に

二

句
を

解
釈

し

た

か

を

見
て

い

き

た

い
。

　
段

落
1
は
、

中
国
に

お

け

る

第
十
句
の

解
釈

 
で

挙
げ

た

『

集

千

家
註
批
点

杜
工

部
詩

集
』

の

劉
辰

翁
の

評
点
を

解

説
す
る

箇

所

で

あ

る
。

「

甚
有

悟
入

。

」

の

解
説
の

後
、

「

豆

子

両

回
熟

す
と

謂

ふ

は
、

自
ら

本

分
な
り

。

」

と

あ
る

評
点

を

解
説

す
る
。

江
西
は

、

劉
辰

翁
の

説
に

よ

れ
ば

、

賛
公

が

秦
州
に

来
て

か

ら
二

年

経
過
し

た

と

言

う
こ

と

で

あ
り
、

一

説
に

は

正

し

い

と

し

て

い

る
。

「

弟

し

獨
り

豆
を

引
き
て

楊

柳
に

対
す

。

」

と

は
、

「

楊
柳
」

と

「

豆
」

が

対
に

な
っ

て

お

り
、

「

柳
」

の

字
は

特

別
に

重

要
な

意
味
が

あ

る

の

で

は

な

い

と

指

摘
し

て

い

る
。

同
様
に

「

固
に

是
れ

時

節
を

　

　

　
ゆ
は

れ

紀

す
に

謂

無
し

。

」

と

あ

る

評

点
に

対
し

て

は
、

「

両
句

の

下

字

皆
對

な
ら

ず
し

て
、

此

を

以
て

對
と

爲
す
は

謂

は

れ

無
き

を

言

ふ

な

り
。

楊

枝
は
、

賛
公

修

行
し
、

水
を

以
て

熱

惱
を

洒
せ

ば
、

た

う
と

い

な
り

。

豆

宇
は

唯
だ

是

れ
時

年
を

紀
す
の

み
。

隠
者

南

山
の

豆

と
云

ふ

と

同
じ

者
な
り

。

」

と

言
い

、

「

晨
在

手
」

と

「

両

回
熟
」

が

対
に

な
っ

て

い

な
い

こ

と
か

ら
、

対

と

見

な
し

て

解
釈
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す
る

の

は

不
要
で

あ

る

と

し

て

い

る
。

そ
の

た

め
、

第
九

句
の

楊

枝
は

、

賛
公

が

修
行
し

、

水
で

「

熱
悩
」

を

洗
い

濯

ぐ
こ

と

を

意

味
し

、

下

句
の

豆
子

は

単
に

時
節
を
記
し

た

だ

け

と

す
る

。

江
西

は
、

劉
辰

翁
が

第
九

句
に

対
し

て

禅
的
要

素
を
加

味
し

て

解
釈
し
、

第
十

句
に

対
し

て

単
な

る
時

節
の

経
過
を
用
い

て

解
釈
し

た

と

し

て

い

る
。

ま
た

「

暗
に

禅

語
を

用

ふ

る

を

妨
げ

ざ

る

な
り

。

」

と

あ

る

評

点
に

つ

い

て
、

「

暗
に

僧
の

澡

豆

を

以

て

手

を

洗
ふ

事

を

用

ふ

る

な
り

。

此
の

義
又
一

物
よ

。

」

と
、

「

禅

語
」

の

意
と

は

澡
豆

で

手

を
洗

う
こ

と

と

解
釈
し

て
い

る
。

劉

辰

翁
自
身
が

明
示

し

て

い

な
い

「

禅

語
」

の

意
味
を

「

澡

豆
」

に

求
め

て

い

る
こ

と

が

注

目
さ

れ
る

。

な
お

禅

僧
は

、

劉
辰

翁
が

明
示

、

支
持
し

な
か

つ

た

澡
豆
で

手

を
洗

う

解
釈

を
「

一

物
」

と

し

て

支
持
し

て

い

る
。

以
上

の

よ

う
に
、

段

落
1
で

は

江
西
龍

派
は
、

劉
辰

翁
の

評
点

を

補
足

説
明
し

、

そ
の

評

点
は

、

暗
に

禅
語

を
用
い

る

も
、

上

句
を

賛
公

が

修

行
し

熱

悩
を

払

う

意
に

、

下

句

を
単
な

る

時
の

経

過
を

示

す

意
で

あ

る

と

解
釈
し

て
い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や
な

ぎ

　

段

落
皿

で

は
、

「

楊

枝
」

の

解
釈

法
の
一

つ

と

し

て
、

楊

の

枝
の

場

合
を

挙

げ
、

「

雨
と

は

水

な
り

。

贊
公

修

行
し

、

楊
枝
を

以

て

水
を

洒
げ
ば

、

則
ち

豆

子

は

之

に

依
り
て

肥
熟

す
る

な
り

。

」

と

い

う
。

そ
し

て

「

山
谷

注
も

勝
定
説
も
、

楊

枝
を

以
て

口

を

浄

く

す
る
の

楊
枝
と

爲
す

は

非
に

し

て
、

観

音
孅
法
の
、

我
A

，

の

楊

枝
な

り
。

」

と
、

山

谷

註
、

つ

ま

り

中

国
に

お

け

る

第
九

句
の

解

釈
 
で

あ

げ

た

黄
庭
堅
の

詩
に

対
す
る

任
淵
註
や
、

勝
定

説
11
勝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ
　
ノ

じ

定

国

師
・

絶
海
中

津
の

説
は
、

「

楊
枝
」

は

口

を

清
潔
に

す
る

楊
枝

の

意

と

解
す

る
の

は

不

適

当
で

あ

る

と

し
、

「

観
音

懺

法
」

に

お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

な

ぎ

い

て

「

我
今
」

と

唱
え

始
め

る

時
に

用

い

ら

れ

る

楊

の

枝
の

意

で

あ
る

と

指

摘
す

る
。

「

観
音
懺
法
」

は
、

も

と

は

「

請

観
音

経
」

に

基
づ

く
も
の

で
、

正

し

く
は

「

請
観

世
音
菩

薩
消
伏

毒

害
陀
羅

尼

三

昧

儀
」

と

言
い

、

日

本
で

は

仁
恭
石

梁
、

清
拙
正

澄
と

、

夢

窓

疎
石
の

三

禅

僧
が

協
作
し

、

曲
を
定
め

た

と

い

わ

れ

て

い

る
。

観
世

音
を

本
尊
と

し

て

修

す
る

懺
法
で

あ

り
、

祈
祷
・

追

祷
・

報

恩
の

た

め

行
わ

れ

る
も
の

で

あ
る

。

山

谷
註
や

絶
海
中
津
の

説
は
、

懺
法
の
一

例
と
し

て
、

楊

枝
で

清
浄
な

水
を

か

き

回
し

、

そ

の

水

を

観

世
音
の

頂
上

に

濯
ぐ
と

い

う
儀
式
を

当

て

は

め

て

い

る
。

懺

法
の

原
文
に

は
「

我
今
已

具

楊
枝

淨
水

、

惟
願

大

悲
、

哀

憐
攝

受
。

我
今
再

獻

楊
枝
淨
水

、

惟

願
觀

音
、

哀

憐
攝
受

。

我
今
三

點

楊

枝

淨

水
、

惟

願

薩

墟
、

哀
憐

攝
受

。

」

（

我
今

已

に

楊

枝

淨

水

を

具

へ

、

惟
だ

大

悲
に

願
ふ
、

哀
憐

攝
受
せ

ん

こ

と

を
。

我

今
再

び

楊

枝
淨
水

を

獻
じ

、

惟
だ

觀

音
に

願
ふ

、

哀

憐
攝
受
せ

ん

こ

と

を
。

我
今
三

た

び

楊

枝
を

淨
水
に

點
じ

、

惟
だ

薩
堙
に

願
ふ

、

哀

憐
攝

受
せ

ん

こ

と

を
。

）

と
あ

る
。

つ

ま

り

楊

枝
を
淨
水

に

三

度

浸
し
、

観
音
に

濯
ぐ

際
に
、

衆
生
が

救
わ

れ
、

雨
を

降
ら

せ

る

こ

と

を

願

う
と

解
す
る
の

で

あ

ろ

う
。

し

か

し
、

江

西

は
、

山
谷

註
や

絶
海

の

説
は

妥
当
で

は

な
い

と
し
、

儀
式
に

対

す
る

誤
っ

た

理

解
を

正

す
。

正

し

く
は

「

此
れ

乃
ち

水

器
と
楊
枝
と

を

捧
げ
、

觀
音
を

し

て

厭
生

の

熱

惱
を
洒

が

し

む
。

憐
れ

み
を

乞

ふ

の

用

な
り

。

」

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
や
な

ぎ

い

う

も
の

で

あ

る

と

す

る
。

楊

の

枝
と

水

器
を

観

音
の

前
に

捧

げ
、

観

音
に

衆
生

の

煩
悩
を

洗
い

濯
い

で

も

ら

う
た

め
、

観

音
に

憐

れ
み

を
乞

う
の

に

用
い

た
と

解
す
る

方
が
、

杜
甫
の

詩
の

場

面

に

は

適
当
で

あ
る

と

し

て

い

る
。

江
西

の

注

解
は

『

請
觀

世
音

菩
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薩
消

伏

毒

害
陀
羅
尼

咒

經
』

（

大

蔵

經

第
二

十

冊
）

に
、

「

爾
時

毘

舍
離
人
、

即

具
楊

枝
淨

水
、

授

與
觀
世

音

菩
薩

。

大
悲

觀
世
音

、

憐

愍

救
護
一

切

厭
生

。

」

（

爾
る

時

毘

舍
離
人

、

即

ち

楊
枝
と

淨

水
を

具
へ

、

觀
世

音
菩
薩
に

授

與
す

。

大

悲
觀

世
音
は

、

憐
愍
し

て
 

切
の

厭
生

を

救

護

す
。

）

と

あ
る

よ

う
に
、

密

教
の
一

つ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヤ
な

き

行

法
の

よ

う
で

あ

る
。

江
西

は

「

楊

枝
」

を

楊

の

枝
と

解
す

る

場

合
に
、

最

も
適

当
な

使

用

法
を
吟

味
し

て

い

る
の

で

あ

る
。

そ

し

て
、

更

に

以

上

の

楊
の

枝
に

関
す

る

儀
式
を

行
う

に

際
し
、

「

身

口

意
の

清
浄

な

る

こ

と

之
を

佛
出
世
と

名
づ

け
、

身
口

意
の

清

浄

な
ら

ざ

る

こ

と

之

を

佛
滅

度
と

名
つ

く
。

僧
な

る
者

清

浄
を

以

て

本
と

爲
す

。

故
に

楊

枝
を

以
て

口

を

清
ら

か

に

し
、

澡
豆

を

以

て

手

を

浄
く

す
る

の

義
な

り
。

楊

枝
の

法
に
、

明
星

の

出
時
に

ゾ

リ

へ使

と
。

」

と

い

い
、

僧

は

元

来

清
浄
で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

と

し
、

口

を

浄
く

す
る

楊

枝
も
ま
た

必

需
品

で

あ
る
こ

と

を

言
う

。

密
教

の

懺

悔
の

法
に

は
「

以

身
口

意

清
淨

業
、

慇

懃
合

掌
恭
敬

禮
。

」

（

身
口

意
の

清
淨
な

る

を

以
て

業
と

し
、

慇
懃
と
し

て

合

掌
し

敬

禮
を
恭
し

く

す
。

）

と

あ

り
、

常
に

身

と

口

と

心

と

を

清

浄
に

保

ち
、

合

掌
し

て

恭
敬

礼
拝
に

励
む

こ

と

が

大

事
で

あ

る

と

さ

れ
て

い

る
。

身
と

口

と

心

が

清
浄
で

あ

れ
ば

「

佛

出
世
」

と

名
付

け
ら

れ
、

そ

う
で

な

け

れ

ば

「

佛

滅
度
」

と

名
付

け

ら
れ

た

め
、

『

浬

槃
経
』

に

あ

る

よ

う

に
、

朝
方
早

く
に

楊
枝
で

口

を

清
潔
に

し
、

澡
豆

で

手

を

清

潔
に

す
る
べ

き
で

あ

る

と

い

う
の

で

あ
る

。

先
に

否
定
し

た

絶
海

中
津
の

註

解
は

、

中
国
に

お
い

て

清

遠

懐

渭
よ

り

伝
授
さ

れ

た

も
の

で

あ

り
、

さ

ら

に

江

西
は

必

ず
し

も

定

功
の

典

拠

や

劉
辰

翁
の

解
釈
を

採

用
し

た

わ

け
で

は

な

か
っ

た
よ

う
で

あ

る
。

　

段

落
W
で

は
、

中
国

に

お

け

る

第
九

句
の

解

釈
 
で

挙
げ
た

よ

う
に
『

律
』

に

示

さ

れ

た

楊

枝
の

特
徴
と

効
能
を

解
説
し

て

い

る
。

そ
の

上

で

江
西

龍
派
は

、

結

局
「

畢
竟
に

句
意
は
、

此
の

如
く

清

浄
に

し

て
、

而

も

殊

勝
な
る

の

義
な
り

。

」

と
、

こ

の

二

句
で

は

賛
上

人

が

常
に

身
口

意
が

清

浄
で

あ

り
、

し

か

も
衆
生
の

救

済
を

願
う

姿
勢
が

特
に

優
れ

て

い

る
こ

と

を
意

味
し

て

い

る

と

解

釈
す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ
かヒ
き

る
。

つ

ま

り

「

楊

枝
」

に

は
、

儀
式

に

用
い

る

楊

の

枝
と

、

ロ

　

　

　

　

　

　
よ

　
ノ

じ

を

清
潔
に

す
る

楊
枝
の

二

通

り

の

解
釈
が

あ
り

、

そ
れ

ぞ
れ
の

最

善
の

使

用

法
を

吟

味
し

て

い

る
。

そ
の

上

で
、

「

賛

上

人

は

常

に

朝
方
に

、

衆
生
の

た

め

に

楊
の

枝
を

観
音
に

捧
げ

、

口

を
清

潔
に

す
る

楊
枝
を

手

に

持
ち

、

畑

に

は

手

を
清

潔
に

す
る

澡
豆

が

雨
を

経
て

豊
か

に

実
っ

て

お

り
、

賛
公
の

様
子

は

清

浄
で

誠
に

優
れ

て

い

る
。

」

と
、

賛
上

人

を

称

賛
し
、

二

句
共

に

禅
的

要
素

を

含
ん

だ

語

句
で

あ

る

と

解
す
る

の

で

あ
る

。

宋

代
の

諸
注
を

特
定
の

密

教
L
の

儀
式
に

関

連
さ

せ
、

更
に

虎

関
師

錬
の

註
を

総

合
さ
せ

て

で

き
た

註

解
と

言

え

よ

う
。

中
期
禅

林
に

お
い

て

も
、

こ

の

二

句

で

賛
上

人
を

賛
美
す
る

と

解
し

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

（

3
）

後
期
に

お
け
る

解
釈

　
其
の
一

　

後
期
の

禅

僧
の

杜
詩

解
釈
と
し

て
、

雪
嶺

永
瑾
の

『

杜

詩
抄
』

が

存
在

す
る

。

次
に

挙
げ
る

註

解
は

、

足

利
学
校

所
蔵
本

（

以

下

足

利
本
と

略

称
す
る
）

よ
り

引
用

す
る

が
、

表
紙
と

最
初
の

丁
の

冒

頭
に

「

雪
」

と

注

記
さ
れ

て

い

る
こ

と

か

ら
、

雪

嶺
永

瑾
が

抄

し

た

可

能

性
が

高
い

も
の

で

あ

る
。
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VWW皿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
ニ

楊

枝
−
豆

−
、

西

云

如

注
。

批

甚
有
悟
入
、

有
悟
入

詩

道
‘

也
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
に
た

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ヲ

　

　
　

　
ナ
リ

故
上
一

句
賦

景
コ

ト

含
律

藏
。

謂

豆

子

兩
回

熟

自
本

分
ト

ハ

、

西
云
、

批
之

意
不

必

取

兩
字

。

注
只

豆

子
兩
回

熟
ス

ル

コ

ト

ヲ

云
。

故
其

レ

ハ

本
分
ナ
レ

ト
モ

、

ア

ナ

カ

チ

獨
ヲ

取
出

シ

テ

對
レ

柳
無

謬
也

。

故
記
時

節
耳
。

ス

ル

ナ

リ
。

破

兩
回

、

若

　

　

　

　

　

　

　

　
セ

　
　

　
ニ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

タ

タ

劉
説

、

則
日

贊
公

已

居
レ

此
已
二

年
也

。

此
説
コ

ソ

當
．

矣
。

弟

　

　

　

　

　

　

　
ニ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
イ

ワ

レ

、

獨

引

豆

對
二

楊
柳
噌
、

柳
字
有
之

無
害
也

。

无

亦

也
。

無
レ

謂

固．．

是

紀一一
時

節一

ト
ハ

、

言

兩

句
之

對
、

唯

楊
枝

與
豆

子

字

封

屬
耳

。

餘
字

皆
不

對
、

以
レ

此

無

謂
。

楊

柳
ハ
、

贊
公

脩

行
、

以

水

洒
熱

惱
喩
’

也
。

豆
子
ハ

只

是

紀
其

時

節

耳
。

隱

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ニ

モ

者
南
山

．

豆

ト

云

同

物
也

。

或

説
也

。

注

所

謂

豆

子

眼
ナ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
ニ

ト
ト

云

義
、

其
非

矣
。

不

妨
暗
用
禪

語
也
ト

ハ
、

暗
用

僧
家
以

澡

豆

洗
し

手

之

事
上

也
。

此

義
又
一

物
．

。

然

ル

ヲ

講
杜

詩
之

人

誤
。

謂一・

禪

語

佛

教
云

ハ

別
々

也
。

凡

ソ

淨
土

宗

與
−

天

臺

宗
、

捻
日

禪

師
。

蓋

指
觀
法
一

爲
レ

禪
也

。

佛

祖
通

載、

亦

載
天
臺

淨
土

之
二

宗
、

是
爲

禪
師

。

此

類
也

。

不

相
異
也

。

ル

ヲ

テ

ヲ

ヲ

ン

ト

然

不

知
而

謂
二

禪

語、

乃
是

爲

禪
之
法

門
、

也
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　
　

　

　
　

　

　
　

ノ

豆

子
ハ

黒

豆
子

ト
云

者

也
。

用
一

黒
豆

子
一

換
却
人

眼
之

義
也

。

　

云
々

非
也

。

或
云

、

雨
ト

ハ

水

也
。

贊
公

脩

行、

以

楊

枝
洒
水
、

則
豆

子

　

　
ニ

依
レ

此

肥

熟
也

。

山
谷
詩

六

日
、

山
中
雨

熟
瓜
芋
田

。

任
渕
注

云
、

楊
枝
晨

在
乎
豆

子

1
、

言
贊
公

道
力

深
妙
、

楊
枝
揮

洒
、

便
能

致
雨

、

以

熟

豆
田

云
々

。

此
注

大

非
也

。

虎

關
和
尚
云

、

蘇
注

非
也

。

梵

綱
經
云
、

若
佛
子
、

常

應
二

時
頭

陀
、

冬
夏
坐

禪
、

結
夏
安

居、

常
用

楊
枝

澡
。

注

楊
枝

眠X

亦

齒

木
也

。

澡
豆

能
去
レ

垢

淨
レ

ロ
。

此
二

物
ハ

十
八

道

具

中

也
。

楊
枝
梵

綱
與
咸

注
。

涅

槃
經
、

晨

朝
嚼
楊

枝。

佛
日

有

五

利
。

一

能

除
黄

熟、

二

能

除
涎

癰、

三

口

無

臭
気
、

四

能

消
食
、

五

眼

目

明

淨
。

寄

歸
傳
齒
木
長

十
二

指
、

短

不
減
入

指
、

大
如
小

指
。

澡
豆

注
十

誦
云
、

大

小
豆

迦

提
婆

草
作

。

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ノ

仍

有
八

種
豆
、

用
此

淨
身
淨
口

云
々

。

豆

子

ト
ハ

今
言

西

海
子

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
レ

カ

　

ニ

　

タ

．

也
。

律
法

所
言
澡
豆
、

西

海
子

，

事
也
。

是
雨

肥
也

。

虎

關

禾
上

ノ

注

也
。

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
ナ

ス

ハ
　
　
ル

ノ

　
　
ヲ

山
谷
詩
注

意
モ

勝
定
説
モ

、

以
楊

枝

爲
一

淨
レ

ロ

楊

枝一

非
也

。

觀

音

懺
法

、

我

今
之
楊

枝
也

。

今
時

懺
法
ノ

導
師
唱一

我
今
「

　

　

　
　
　
　
　
フ

　
　

ヲ

之

時
、

以
楊

枝
面
白

水
カ

キ
マ

ワ

イ

テ

因

再
獻
、

三

點
シ

テ

　

　

　
ノ

　
　

　
ヨ
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
ノ

ム

酒

觀
音

頂
上
一

、

誤

矣
。

此
乃

捧一一
器
水

與一

楊

枝「
、

使
，

觀

　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
ユ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ノ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ノ

音
洒
二

鰍

生

熱

惱一
、

乞
レ

憐
之

用
也

。

心

口

意
清
淨

名
・

佛
出

世一
。

心

口

意
不

清

淨
名「

佛

滅
度
一

。

凡

僧
者
以

清

淨
爲
レ

本
。

　

　

　
　
　
　
ヲ

　
　
　

　
　
　
　
　

ヲ

　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ニ

故

以
楊
枝

淨
レ

ロ
、

以
一

澡
豆

淨
レ

手

之

義
也

。

楊
枝
之

法
明

　
ノ

　
　
　
　

　

ツ

カ

ヘ
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ノ

星

之

出
時

使

之

也
。

勝
定

説

亦

依
渭
清

遠
義
者
也

。

不
三

必

取

劉

須
溪゚

也
。

　

　

　
づ

ニ
タ

唯

物
ゼ
ラ

ワ

西
方

寺

僧
　
　
夢、

滿

身
楊
枝

衝
立

云
々

。

此

可

笑

夢
也

。

　
ニ
　
　

　
　

サ

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
ハ

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ン

カ

ハ

律

楊
枝

長
二

寸

八

分
、

一

度
用

后

不
一

再

使
一
。

折

而

棄
レ

　
フ

　
　
ン

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
コ

ソ

ク

之
。

使
一

楊

枝

有
五

徳
。

齒
ヲ
コ

ソ

ク

ル

ハ

其
一

也
。

梳

　

　

　
　
　
　
　

　
ハ
ヤ

　
テ

　
　
ハ

當
し

中
之

三

齒
也

。

朝

早

起
嚼
二

楊

枝一
、

爲
レ

温
レ

齒
也

。

大

　

　

　
　
　
　
　

　
キ
ハ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ノ

段

養
生
也

。

日

本
之

香
、

唐
土

之

臭
キ

也
。

唐
土

臭
キ
ハ

、

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
レ

日

本
之

香
也

。

食
與

身
通

則
不

淨
也

。

其

以
前
ハ

不

然
也

。

　

　

　
　
　
　
ノ

　

　

　

　　
　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　
ヲ

サ

テ

又

錐
レ

非
二

楊
木

、

而

用

他
木
一

歟
ナ

レ

ハ
、

亦

他

木

　

　

　
　
　
　
　
ノ
ア

ヲ

モ

可

用

也
。

畢
竟

句
意
ハ

、

如
此

清

淨、

而

殊
勝

義
也

。
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大

凡

江
西

龍
派
の

註

解
の

内

容
に

類
似

す
る

が
、

各

所
に

補
充
説

明
を

し

て

い

る
。

先
ず
段

落
V
に
つ

い

て

は
、

段
落

1
と

対
応
し

て

い

る

が
、

『

続

翠
抄
』

が

劉

辰

翁
批

点
を

補
足

説

明
し

た

内

容

と

殆

ど

変
わ

ら

な
い

。

た

だ
し

、

『

杜

詩

抄
』

の

こ

の

箇
所
の

註

解
に

関
し

て
、

土

岐

善
麿
氏

は

「

雪
嶺

和

尚
が

語
っ

た

『

自
説
』

と

み

ら

れ

る

と

こ

ろ

は
、

（

一
）

楊

枝
ハ

賛

公

修
行

以

水

洒
熱

悩

喩
也

　

（

二
）

豆

字
ハ

只

是
紀
時

年
耳

　
（

三
）

不

妨

暗
用

禅
語

　

　

　
　

　

　
　
ニ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

コ

也
ト

ハ

暗
用

僧

家
以

澡
豆

洗
レ

手
足

事
〕

也
、

此

義
又
一

物
。

然

ル

ヲ

…

…

右
の

三

点
に

要

約
さ

れ

る

よ

う

で

あ
る

。

」

と
、

段

落
V

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ゆ

の

中
か

ら
三

点

を
指

摘
し

て

解
釈
し

て

い

る
。

氏
は

『

批
点

本
』

と

『

続
翠
抄
』

を
参

照
さ

れ
な
か

っ

た

よ

う
で

あ
る

。

い

ず
れ

の

点

も
、

『

批
点

本
』

劉
辰

翁
の

評

点
を

、

江
西

龍

派

が

補

足
し

た

註
で

あ

る

こ

と

は
、

『

批

点

本
』

と

段

落
1
を

比

較
す

れ

ば

明

ら

か

で

あ

る
。

　

段

落
W
で

は

「

豆

子
」

に

つ

い

て
、

『

続
翠
抄
』

の

段

落
H
と

同

様
の

注

解
を

な
し

て

い

る
。

段

落
皿

で

は
、

『

続

翠
抄
』

の

段

落
皿

と

対
応

す
る

が
、

黄
庭
堅

註
の

出
典
が

何
れ
の

箇
所
に

存
す

る

の

か

不
明
で

あ
っ

た
の

を
、

詩
題

と
詩

句
と

そ
の

註
内

容
と

を

明
確
に

示

し

て

い

る
。

こ

れ

に

よ

っ

て

中
国
に

お

け

る

第
九

句
の

解
釈

 
の

任

淵
註
が

対
象
と

し

た

詩
、

内

容
が

明
ら

か

に

な
っ

た
。

　

　

　
　

　

　
　
よ　
ワ

　

し

　

段

落
刪

で

は
、

楊

枝
の

注

解
を

整

理

し

て

い

る
。

虎

関
師
錬
の

詩
話

を

詳
し

く

解
説

す
る

に

際

し
、

澡
豆

の

効
用

を

指

摘
し
、

「

此

の

二

物
は

十
八

道

具
の

中
な
り
。

」

と

楊

枝
と

澡
豆

が

十
八

の

道

具
の

内
に

含
ま

れ

る
こ

と

を

説

明

す
る

。

そ

し

て

中
国
に

お
け

る

第
九

句
の

解
釈
 
で

挙
げ

た

よ

う

に
、

『

涅

槃
経
』

を

引
用

し
、

朝
方

に

楊
枝
を

噛
む

こ

と

を

言
う

。

更
に

楊
枝
に
つ

い

て

は
『

南

海

寄

歸
内

法

傳
』

巻
一

　
（

『

大
蔵

経
』

第
五

十
四

冊
）

を
、

澡

豆

に
つ

い

て

は

『

十
誦
律
』

を
、

そ

れ

ぞ
れ
参

照
し

て

詳
し

く
説

明

し
、

『

律

法
』

で

は

澡
豆

の

こ

と

を

「

西

海

子
」

と

称
し

、

こ

の

西

海
子

が

肥
え
た

と

虎

関
が

解
釈
し

て

い

る
こ

と

を
指

摘
す
る

。

こ

の

場
面

で

は

『

続

翠
抄
』

で

殆

ど

触
れ

な
か
っ

た

虎
関

師
錬
の

注
、

中
国
の

諸

注
を
詳

し

く

解
説
し

て

い

る
。

　

段

落
朕

は

『

続
翠

抄
』

の

段
落
皿

と

対

応
し

て

お
り
、

そ
の

内

容
は

同

じ

で

あ

る
。

山

谷
註

や

絶
海

中

津
の

説
が
、

「

楊

枝
」

に

つ

い

て

口

を
清

く

す

る

楊

枝
の

意
に

解
す

る
の

は

不

適
当
と

し
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
や

な

ざ

「

観
音

懺

法
」

の

「

我

今
」

と

唱
え

始
め

る

楊

の

枝
の

意
で

あ

る

と

す
る

。

た

だ
し
、

江

西

は

そ

の

行

法
は

誤

り

で

あ

り
、

密
教

の

儀

式
に

用
い

ら

れ

る

楊
の

枝
の

方
が

適

当
で

あ

る

と

す
る

。

ま

た

僧
は

常
に

清
浄
で

な
け

れ

ば
な

ら

な

い

た

め
、

口

を
浄

く
す
る

楊
枝
と

手

を

清
く

す

る

澡
豆

を

用

い

て

お

り
、

こ

れ
ら

も

杜
詩
の

二

句

に

も

適
用

さ
れ

る

こ

と

を
説

い

て

い

る
。

　

結
局
、

段
落

X
で

は

結
論
と

し

て
、

江
西

龍
派
の

解
釈
を
継

承

し

て

い

る
。

後
期
の

足

利

本

『

杜
詩

抄
』

で

は
、

中

期
の

『

続
翠

抄
』

を

補
足
説

明
し

、

『

続
翠
抄
』

の

解
釈
を

よ

り

分
か

り

易
く

、

よ

り

詳
し

く

実

証

し

て

い

る

と

言

え

る
。

（

4
）

後
期
の

解
釈

に

つ

い

て

　
其
の
二

　

後
期
の

杜
詩

解
釈
と

思

わ
れ

る

抄
物

と

し

て

は
、

更
に

建

仁
寺

両

足
院

所
蔵

本
（

以

下
、

両

足

院
本
と

略
称

す
る
）

が

あ

り
、

本

詩
に

注

釈
を

加
え

て

い

る
。

こ

の

抄
物

に

関

し

て

は
、

誰
が

何
時
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抄
し

た

も
の

か

は
、

明
ら

か

で

は

な
い

。

以

下
、

二

句
の

注

解
を

挙
げ

る
。

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ヲ

　

　

楊
枝

1
、

言
ハ

京
ノ

大

雲
寺

、

此
春
ハ

居
テ

、

手

把
楊
枝
ト

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
コ

ト

ハ
　

ヲ

　

　

云

テ
、

此
人
ノ

説
法
シ

テ

化
度
レ

人
、

以
楊

枝
．

如

洒
甘

露

也
。

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ソ

レ

ラ

カ

　

　

楊
枝
−
豆
子

1
、

濟
北

集
十
一

巻
評

豆

子

ノ

句
。

批
甚

−
自
己

　

　

　
タ
ケ
　
　

　

　　
リ

　

　

ー
弟

ン

獨

−
柳

−
無
大

事

ー
无

ー
固
上一

是
．

ー
兩
句

下
字

皆
不

　

　

封
、

以
此

爲
對
無

謂
也

。

ー
惱
一

タ

ゥ

ト

イ

也
。

豆

子

1、

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ヲ

　
　
　
ノ

ア
　

　
ノ

　

ノ

　
　

　

ヲ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

　

千
家
希
日
、

引
二

梵

綱
經
一

注

上

句

楊
枝一

、

不
レ

及一‘

下

句
豆

　

　

　
ニ
　
　
　
　

ノ
　
　
　

ハ
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ノ

　
ノ

　

　

子
。

蓋

此

豆

非
青

豆
、

澡
豆

也
。

梵
綱

十

八

種

中
一

也
。

　

　

　

　
ノ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　ニ

　

　

蓋

此
二

句
褒

贊
公

精

頭

陀一
。

梵

網

經

輕
戒

卅

七

冒

難
遊

行

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ニ
　
　

　

ノ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ァ

　

　
　

　
　
　
　
　

　

ス

　

　

戒
云

、

若
佛
子

常
應
下

二

時

頭
陀

、

冬

夏
坐

禪
、

結
夏
安

居
。

　

　

　

　ヘ
ン

　

　

常
用
中

楊

枝一

澡
豆

．

三

衣

瓶
。

鉢
．

坐

具．．

錫

杖
し

香
爐

．

漉

水

　

　

嚢
瓦

手

巾
←

刀

子
±

火
燧

＋一

鑷
子
⊥．一

繩
床

＋

四

經
左

律
＋
六

佛

像
｝
七

　

　

菩

薩
形

像
呈

＋

八

云
々
。

　

　

　

　
　

　

　
　

　
ニ

テ

　

　

豆

子

ー、

今
此

秦
州

逢
愁

也
。

兩
ヒ

ノ

時
ハ

秦
州
ハ

ヤ

ニ

年

　

　

也
。

雨

作
兩
字

也
。

こ

の

両

足

院
本

『

杜
詩

抄
』

巻
六

は
、

『

続

翠

抄
』

に

お

け

る

註

解
部
分
を

省
略
し

て

註
し

て

い

る

箇

所
が

存
在

す
る
こ

と

か

ら
、

後

期
に

製
さ

れ
た

の

は

間
違
い

な
い

で

あ
ろ

う
。

た

だ

し
、

問
題

の

二

句

に

関
し

て

は
、

雪
嶺

永
瑾
が

記
し

た

可

能

性
の

高
い

足

利

本

と
は

異
な

る

註
釈
を
示

し

て

い

る
。

中

国
に

お

け
る

第
九

句
の

解
釈
 
に

お

い

て

定
功
が

挙
げ

た
「

楊
枝
」

の

典

拠
を

詩
句
に

反

映

さ
せ

、

そ

の

上
で

『

続

翠
抄
』

と

虎
関

師
錬
の

詩
話
の

内
容
を

注

解
に

挙
げ
て

い

る
。

更
に

賛
公
が

秦
州
に

来
て

か

ら
二

年
が

經

過
し

た

と

い

う

事
実
も

加

味
し

て

い

る
。

つ

ま
り
、

江
西

や
雪

嶺

が
、

賛
公

が

清
浄
で

優
れ

て

い

る

と

し

た

の

に

対
し
、

そ
の

解
釈

の

根
拠

と

し

た

楊
枝
の

使
用

法
を

加

味
せ

ず
、

「

京
の

大

雲
寺
に

お
い

て

朝
に

楊
の

枝
を

手

に

持
ち
、

甘

露
水
を

播

く
よ

う
に

民

を

化
度
し

、

秦
州

に

至

り
、

身

を

清
く
す
る

澡
豆

が

早
二

度
目
の

実

り

を

迎
え
て

い

る
の

を
見

る
」

と
、

解
釈
し

て

い

る
の

で

あ
る

。

　
両
足

院
所

蔵
の

『

杜
詩

抄
』

巻
六

は
、

一

体
誰
が

抄
し

た

も
の

で

あ
る

か

に

つ

い

て

は
、

こ

れ
か

ら
の

研
究
で

明
ら
か

に

し

た
い

。

六
、

禅

林
解
釈
の

ま

と

め

と
そ

の

妥

当
性

に
つ

い

て

　
禅
林
に

お

け
る

注

解
を

見
て

き
た

。

し

て

み

る
。

本
項
で

は

そ
れ

ら

を

整

理

時
期

註

者

第
九

句

第

十
句

初
期

虎

関

師
錬

口

を

清
潔
に

す

る

楊

枝

と

解
し

、

『

梵
網

経
』

を
典
拠

と

す

る
。

手

を

清

潔
に

す

る

澡

豆
と

解
し
、

『

梵

網
経
』

を

典
拠
と

す
る

。

中

期

江

西

龍
派

初

期
の

注

解
を

継

承

し
、

口

を

清
潔
に

す

る
楊
枝
と
、

懺

法
の

儀
式

の

一

つ

で

あ

る

衆

生
の

煩

悩

を

払

う

こ

と

を

祈
る

と

き

に

用
い

る

楊
の

枝
と

注
解

す
る

。

初

期
の

解
釈
を

継
承

。

後
期

雪

嶺

永
瑾

中
期
の

注

解
を

継
承

。

初
期
の

注

解
を

継
承

。
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い

ず

れ
の

時
期
の

注

解
を

見
て

も
、

二

句
共

に

賛
上

人

を

称

賛
し

て

い

る
。

こ

の

よ

う

に

解
釈
し

た

こ

と

で
、

従

来
の

中

国
書

注
釈

書
が

辿
っ

た

解
釈

で

は

見

ら

れ

な

か
っ

た

新
た

な

注

解

を

見

出

し
、

創
出
し

た
こ

と

を

示

す
。

そ

し

て

そ
の

妥
当

性
に
つ

い

て

は
、

時

勢
に

苦
し

み

な
が

ら

も
心

身

を
清

浄
に

保
つ

賛
上

人

を

称

賛
す

る

こ

と

に

な

り
、

賛
上

人
を

敬

う
杜

甫
に

と
っ

て

絶

好
の

注

解
に

な
っ

て

い

た

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

で

は
、

禅
林
の

注

解
の

妥
当

性
を

確
か

め

る

た

め

に
、

こ

こ

で

杜

甫
が

他
の

詩
で

賛
上

人
を

ど
の

よ

う

に

詠
ん

で

い

る

か

を

見
て

み

る
。

京

滞
在

時
期
の

作

品
「

大

雲
寺

贊
公

房

其
二
」

詩
で

は

次

の

よ

う
に

詠
じ

て

い

る
。

　

　

細

軟
青
絲

履
、

光

明
白

氈
巾

。

　

細
軟
な
る

青
絲
の

履
、

光

明
な

る
白

鬣
巾

。

僧
た

る

者

常
に

身
を

清
浄
に

し

て

お

か

な
け

れ
ば
な

ら
い

の

で

あ

つ

て
、

賛
上

人
の

身

な
り

の

清

浄
な
こ

と
を

詠
ん

で

い

る
。

ま

た

「

大

雲

寺
贊

公

房
其

四
」

詩
で

は

次
の

よ

う
に

詠
じ

て

い

る
。

　

　

近
公

如

白

雪
、

執
熱
煩
何
有

。

　

公

に

近
づ

け

ば

白

雪
の

如
し
、

熱
を

執

る

煩

何
か

有
ら

ん
。

こ

こ

で

は

賛
上

人
の

心
も

清

浄
で

あ

る

こ

と
を

詠
ん

で

い

る
。

　

そ
し

て

「

賛
上

人

に

別
る

」

詩

と
同

様
に
、

杜
甫
が
秦

州
に

流

さ

れ
た

と

き
の

「

宿
贊
公

房
」

詩
で

は

次
の

よ

う
に

詠
じ

て

い

る
。

　

　

放

逐

寧
違
性、

虚
空

不

離
禪

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
さ

　

放
逐

せ

ら

る
る

も

寧
ぞ

性
を

違
は

ん

や
、

虚
空

禪
を

離
ら

ず
。

賛
上

人

が

秦

州
に

流

さ
れ

た

後
の

習
禅

姿
勢
を

詠
ん

で

い

る
。

京

よ

り

流
さ

れ
て

も

本
来
の

性

分
を
守
っ

て

お

ら
れ
、

空
虚

な
山

谷

に

お
い

て

も

禅
か

ら

離
れ

な
い

こ

と

を
称

賛
し

て
い

る
。

同
詩

に

は

「

杖
錫

何
來

此
」

（

錫

を

杖
つ

き
て

何
ぞ

此
に

來
た

る
）

と

し

て
、

『

梵

網
経
』

の

頭
陀

十
八

種

の

道
具

の

内
の
一

つ

「

錫
」

も

詠
み

込

ま

れ
て

い

る
。

そ
し

て

同

じ

く
秦

州
滞
在

時
期
に

詠
ま

れ

た

「

西

枝
村
尋

置

草
堂
」

詩
に

は

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　

　
贊
公

湯
休

徒
、

好

靜
心

跡

素
。

　

贊
公

は

湯
休
の

徒、

靜
を

好
み
て

心

跡

素
な
り

。

賛
上

人

を
六

朝
の

詩
僧
・

湯

恵
休
に

な
ぞ
ら

え
、

閑
静

を
好
み

心

も
行
い

も
清

浄
で

あ

る
こ

と
を

詠
じ

て

い

る
。

　

秦
州

期
の

賛
上

人
が

流
浪
の

身
で

あ
り
、

世

俗
の

中
に

あ
り

な

が

ら
、

心

身
が

清
浄
で

あ

る

こ

と

に

対

し
、

杜
甫

は

敬

意
を
示

し

て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

い

ず
れ
の

詩
の

中
に

も
、

賛
上

人
の

僧

と

し

て

の

特

徴
・

清
浄
さ
を

詠
み

込

ん

で

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら

し

て

も
、

問

題
の

第
九

句
と

第
十

句
の

二

句
で
、

賛
公
の

清

浄
な

様
子

を

詠
い
、

尊

敬
の

念
を

表
し

て

い

る

と

解
す
る

こ

と

は
、

作

者
で

あ

る

杜

甫
の

真
意
を
く

み

取
っ

て
い

る

と

言
え
る
の

で

は

あ

る

ま

い

か
。

　

以

上
の

よ

う
に

考
え

る

な

ら
ば

、

五

山

禅
僧
の

解
釈
は

充

分
に

傾
聴
に

値
す
る

と

言
う
べ

き
で

あ

ろ

う
。

七
、

ま

と
め

　

中

国
の

宋

代
よ

り
、

「

賛
上

人

に

別

る
」

詩
の

第

九

句

と

第
十

句
の

二

句

に

関

す
る

注

解
は

多
い

。

「

楊

枝
」

に

対

し

て

は
、

仏
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典
を

典
拠
と

し

て

引
用
し

た

注

解
が

ほ

と
ん

ど
で

あ
り

、

「

豆

子
」

に

対
し

て

は
、

仏

典
と

は

関
係
な

く
、

単
に

時
間
の

経
過
を
示

す

と

し

た

注

解
が

多
く

施
さ

れ
て

い

る
。

元
、

明
代
で

は
、

宋

代
の

典
拠

を

解
説
に

応

用
し

た

も
の

が

多
く

、

清

代
で

は
、

二

句
と

も

時
間
の

経
過

を
示

す
と

解
す
る

注
釈

書
が

増
え

、

ま

た

新
た

な
典

拠

も
補
足
さ

れ
、

多
種

多
様
の

註

解
が

生
ま

れ
て

い

る
。

し

か

し
、

詩
語
の

解
釈
、

詩

句

問
の

繋
が

り
、

詩

全

体
の

構

成
か

ら
そ

れ
ら

の

註

解
を

検
討

す
る

時
、

的

確
で

あ

る

と

研

究

者
の

間
で

認

め

ら

れ
て

い

る

解
釈
は

い

ま

だ
に

無
い

よ

う

で

あ
る

。

そ
う

し

た

中
で

、

二

句
と

も

禅
的

要
素

を
加

味
し
、

賛
上

人
の

清

浄
さ
を

称
賛
し

た

と

す
る

日

本
禅

僧
の

解

釈
は
、

現

在
に

お
い

て

新
た
な

解
釈

を
定

着
さ
せ

る

可
能

性
を

示

唆
し
、

中

国
の

註

解
以

上

の

価
値
を

内
包

し

て

い

る

よ

う
に

思
え

る
。

　

五

山

禅
僧
の

解

釈
も

時
代
を

追

う
に

従
っ

て

変
化

し

て

い

る
。

初

期
・

虎

関

師
錬

は
、

「

豆

子
」

に

も

『

梵
網

經
』

の

典

拠

を
適

用
し
、

賛
上

人
の

頭
陀

行
を

誉
め

て

い

る

と

解
し

て

い

る
。

そ

れ

に

対
し
、

中
期
・

江
西

龍
派

は
、

中
国
諸

注
と
、

虎

関
や
絶

海
の

註

を
参

照
し

、

導
師
が

衆
生
が

救
わ

れ
る

こ

と

を
願

う
場
面

に

用

い

る

楊
の

枝
と
、

禅
僧
の

平

常
清

潔
の

た

め

に

使
う

楊
枝
を

適
用

し
、

さ

ら

に

虎
関
が

支

持
し

た
手

を
清

潔
に

す
る

澡
豆

も
適
用

し
、

賛
上

人
が

清
浄
で

優
れ
て

い

る

と

解
釈
す
る

。

後
期
・

雪
嶺

永
瑾

は
、

江
西

龍
派
の

『

続

翠
抄
』

の

不

明
確

な
箇

所
を

明
確
に

し
、

よ

り

分
か

り

易
く

註

解
を

施
し

て

い

る
。

　

こ

の

「

楊

枝

晨
に

手
に

在

り
、

豆

子

雨

已
に

熟

す
」

に

対

す

る

註

解
は

、

普
段

よ

り

習
禅
に

励

み
、

様
々

な

仏

典
に

通

じ

て

い

る

五

山

禅
僧
な
ら

で

は

の

註

解
と

言
え

る

で

あ
ろ

う
。

筆
者
は

「

岳

陽
楼
に

登
る

」

詩
に
つ

い

て

も
五

山
禅

僧
の

註
解
を

検

討
し
、

現

代
に

な
っ

て

創

出
さ
れ

た

と

さ

れ

る

最
良
の

解
釈
を
五

山
の

禅

僧
が

既
に

発
明

し

て

い

た

こ

と

を

確

認
し

た
。

ま
た

「

巳

上

人
の

茅
齋
」

詩

に
つ

い

て

も
、

中

国
で

は

巳

上

人

が

齊
己

で

あ

る

と

す

る

欧

陽
修

の

説

が
、

明

代
末
に

な
っ

て

真
っ

向
か

ら

反
対
さ

れ
て

い

る

の

に

対
し
、

日

本
で

は

禅
林
初

期
よ

り

そ
の

説
を

否
定
し

て

　

　

い

る
。

　
「

蔓
府
詠

懐
」

詩
に
つ

い

て

も
、

杜
甫
が

詠
っ

た
「

七

祖

禅
」

に

対
し

て
、

禅

僧
は

北

宗
七

祖
と

解
釈
し

て

お

り
、

現
在
で

は

最
も

妥
当
な

解
と

し

て

支

持
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

他
に

も
五

山

の

抄
物
の

中
に

は
、

未
だ

に

日

の

目

を

見
な

い

多
く
の

価

値
あ
る

註

解
が

埋

も

れ

て

い

る

と

確

信
し

て

い

る
。

引

き
続

き
五

山
禅

僧

の

杜
詩

研

究
の

成
果
を
｝

つ

一

つ

精

査

し

て

い

く
こ

と

に

よ
つ

て
、

中

国
の

諸
注

解
を

も
改
め

て

吟

味
し
、

杜

甫
の

詩
が

有
す
る

真
の

価

値
を

探
り

出
し

た
い

と

考
え

て

い

る
。

（

注
）

 
黒

川

洋
一

「

日

本
に

お

け
る

杜
詩
」

（
『

杜
甫
の

研
究
』

所

収
・

創
文

社）

　
芳
賀
幸
四

郎
『

中
世

禅
林
の

学

問

お
よ

び
文

学
に

関

す
る

研

究
』

（
日

本

　
学
術
振
興

会
　
昭

和
三

十
一

年）

に

指
摘
さ
れ
る

 
拙
稿
「

日

本
禅
林
に

お
け

る

杜

詩
受

容

ー
禅
林
初
期

に

お

け

る

杜
詩

評

　
価

1」
（
『

中
国
中
世

文

学
研

究
』

第
三

十
九

号

　
二

〇
〇
｝

年
「

月
）

 
嵯

峨
寛
「

第
六

冊

札
記
」

（
『

杜
詩

抄

解
題
』

六

所
収

　
光
風

社

書
店

　
昭

和
四

十
五

年
）

に

「

賛
上

人
に

別

る
」

詩
に

つ

い

て

触

れ

て

い

る
。
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「
同

谷
」

と

な
っ

て

い

る

が
、

『

草
堂

本
』

目

録
で

は、

「

賛
上
人

に

別

　

る
」

詩
は

秦
州

期
に

配

さ
れ
て

い

る
の

で
、
「
秦

州
」

の

誤

り

で

あ

ろ

う
。

 
稲
田

浩
治
「

訳

註

詩

話
（
済
北
集
巻

十
一
）

第
四

回
」

（
『

解
釈
学
』

第

　

五

輯）

を

参

考
に

し

た
。

 
拙
稿
「

禅

林
に

お

け

る

中

国
の

杜
詩
注

釈
書
受
容
に
つ

い

て

i
初
期
の

　

場

合
！

」

（
『

中
国
学
研

究

論
集
』

第
九

号
・

2002

年
10

月
）

 
『

杜
詩

抄
』

の

形
態
に
つ

い

て

は

高
見
三

郎
氏

「
杜

詩
の

抄

−
杜
詩

続

　

翠

抄
と

杜
詩

抄

ー」
（
『

山

辺

道
』

第
二
一

号

所
収
）

に

詳
し

い
。

 
土

岐
善
麿
「
楊

枝
豆

子

は

何
か
」

（

『

杜
詩
抄
解
題
』

七

所

収
・

光
風

社

　

書

店
・

昭

和
四

十

五

年）

 
足

利
本
は

大

凡

両

足

本
を

親
本
と

し

て
い

る
が
、

巻
六

の

み

著
し

く

異

　

な
っ

て

い

る
。

前
掲

高
見
氏

論
文

に

も
触
れ

ら

れ
て

い

る

が
、

そ
の

書

　

の

成
立

過

程
に
つ

い

て

は

不
明

。

 
拙
稿
「

日

本

禅
林
に

お

け

る

杜
詩

解
釈

1
「
岳

陽
楼
に

登

る
」

詩
に
つ

　

い

て

ー
」

（
山
本
昭
教
授

退

休
記

念
『

中
国

学
論
集
』

二

〇

〇

〇
年
三

月
）

 
拙
稿
「

日

本
禅
林
に

お

け

る

杜
詩

解
釈

−
杜

甫
「
巳

上

人
の

茅
齋
」

詩

　

に
つ

い

て

ー
」

（
『

広

島
商
船
高
等
専
門

学
校
紀
要
』

第
二

十

六

号
・

二

　

〇

〇
四

年
三

月
）

 
拙
稿
「

日

本
禅

林
に

お

け

る

杜
詩

解
釈

ー
「

疆
府
詠
懐
」

詩
に
つ

い

て

　

ー」

（

『

日

本

中
世
禅
林
に

お

け

る

杜
詩
受
容
の

研
究
』

所
収
・

広

島

大

　

学
学
位
論
文
・

2003

年
）
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